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　7月27日、ふれあい文化センターで市内の
小学校の栄養職員らを対象にした「春日市学
校給食料理コンクール」を行いました。
　献立の工夫や味付けだけでなく、手洗いや
温度の計測など、衛生管理のポイントも審査
しました。（関連記事を16ページに掲載）

今号の表紙

学校給食料理コンクール



△門田遺跡爪形文土器
　（春日市で出土した最も古い煮炊きの道具）

△春日市北部の地形図。春日丘陵の北側の住み良い場所に
　須玖岡本遺跡がある。
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旧
石
器
時
代

　
新
幹
線
車
両
基
地
の
近
く
に
あ
る
門も
ん
で
ん田

遺
跡
や
市
中
央
部
の
赤あ

か
い
で

井
手
遺
跡
な
ど
市

内
の
あ
ち
こ
ち
で
ナ
イ
フ
形
石
器
な
ど
が

発
見
さ
れ
て
お
り
、
約
２
万
年
前
に
は
春

日
市
域
に
人
が

い
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　
　
縄
文
時
代

　
主
に
狩
猟
や
採
集
を
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
こ
の
時
代
の
住
居
跡
が
柏か

し
わ
だ田
遺
跡

な
ど
か
ら
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
山

林
や
丘
陵
上
の
森
林
で
は
ド
ン
グ
リ
な
ど

の
木
の
実
や
小
動
物
が
豊
富
に
と
れ
、
定

住
の
条
件
が
整
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

住
み
よ
さ
発
見

　
　
春
日
の
地
形

　
人
が
生
活
す
る
た
め
の
条
件
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。
一
般
的
に｢

衣
・
食
・
住｣

と
言
い
ま
す
が
、
古
代
で
大
切
だ
っ
た
も

の
は｢

水
・
食
料
・
安
全
な
住
居｣

で
し

ょ
う
。

　
春
日
市
域
は
御
笠
川
と
那
珂
川
に
挟
ま

れ
、
背
振
山
系
か
ら
伸
び
た
尾
根
が
八
つ

手
の
葉
の
よ
う
に
小
谷
が
入
り
組
む
丘
陵

の
上
に
あ
り
ま
す
。

　
川
に
近
い
と
い
う
こ
と
は
水
を
得
や
す

い
反
面
、
氾
濫
な
ど
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
春
日
市
域
は
、
丘
陵
の

上
に
住
居
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
水

害
に
よ
る
被
害
は
少
な
く
、
大
変
住
み
よ

い
土
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
お
よ
そ
１
万
５
０
０
０
年
前
、
時
代
を

大
き
く
変
え
た
の
は
土
器
の
発
明
で
す
。

煮
炊
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
食
べ
ら
れ
、
寿
命
も

延
び
ま
し
た
。
ま
た
、
食
料
を
貯
蔵
す
る

こ
と
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
食
料
が
発

酵
し
て
で
き
る
お
酒
も
造
ら
れ
た
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　
　
弥
生
時
代

　
紀
元
前
５
０
０
年
頃
、
稲
作
技
術
が
伝

わ
り
、
日
本
の
歴
史
が
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
稲
作
は
多
く
の
人
手
が
必
要
と
さ

れ
る
た
め
、
ム
ラ
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

　
春
日
を
含
む
福
岡
平
野
は
、
２
つ
の
川

の
上
流
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
土
砂
に
よ
る

肥
沃
な
土
地
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
波
の

穏
や
か
な
博
多
湾
に
面
し
て
大
陸
か
ら
の

文
物
が
入
り
や
す
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
い

ち
早
く
稲
が
作
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
弥
生
時
代
中
期
に
は
、
ム
ラ
が
ま
と
ま

り
ク
ニ
が
成
立
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
し
て
周
辺
の
ク
ニ
を
取
り
組
ん
で
大

国
に
成
長
し
た
「
奴な

こ
く国

」
で
は
、
領
土
で

あ
る
福
岡
平
野
を
一
望
す
る
位
置
に
あ
る

　
春
日
市
は
、
福
岡
都
市
圏
の
中
央
部
に
位
置
し
て
お
り
、
人
が
住
む
た
め
の

地
理
的
条
件
や
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
所
で
す
。

　市
内
に
は
遺
跡
が
密
集
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
は
る
か
古
代
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
が
こ
の
地
に
住
み
、
生
活
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
特
に

弥
生
時
代
の
重
要
な
遺
跡
が
多
く
、「
弥
生
銀
座
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　そ
こ
で
今
回
、
史
跡
や
考
古
資
料
を
基
に
、
春
日
市
の
歴
史
を
ひ
も
と
い
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▷
市
内
出
土
の
ナ
イ
フ
形
石
器

古
代
か
ら
住
み
や
す
か
っ
た
春
日



弥
生
の
里
か
す
が

奴
国
の
丘
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

▷
金
印
「
漢
倭
奴
国
王
」

　（国
宝
、
福
岡
市
博
物
館
所
蔵
）

△奴国王墓から出土した草葉文鏡（複元品）

△奴国王墓の想像画
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春
日
市
が
奴
国
の
中
心
！

　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
の
あ
る
春
日

市
北
部
の
岡
本
地
区
に
は
、
須
玖
岡
本

遺
跡
が
国
指
定
史
跡
と
し
て
大
切
に
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
場
所
か
ら
は
明
治
32
年
、長
さ
３
・

３
ｍ
、
重
さ
４
ｔ
も
あ
る
板
の
よ
う
な

大
石
の
下
か
ら

甕か
め
か
ん
ぼ

棺
墓
（
死
ん

だ
人
を
土
器
の

棺ひ
つ
ぎに

入
れ
て
埋

葬
し
た
お
墓
）

が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
お
墓
は
、
後
の
古
墳
の
よ
う
に

わ
ざ
わ
ざ
土
を
盛
っ
た
墳
丘
を
持
ち
、

周
り
に
他
の
お
墓
が
な
い
こ
と
、
有
力

者
し
か
持
て
な
い
鏡
や
青
銅
武
器
、
ガ

ラ
ス
勾ま

が
た
ま玉
や
管く
だ
た
ま玉
、
ガ
ラ
ス
璧へ
き

な
ど
た

く
さ
ん
の
副
葬
品
（
死
者
に
添
え
て
埋

葬
さ
れ
た
遺
物
）
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
王
の
墓
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
春
日
北
小
学
校
の
周
り
に
は

銅
鏡
や
銅
矛
な
ど
を
作
っ
た
青
銅

器
工
房
や
ガ
ラ
ス
工
房
の
跡
な

ど
が
た
く
さ
ん
発
掘
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の

最
先
端
の
技
術
が
こ
の

地
に
集
ま
っ
て
い
た

春
日
丘
陵
が
、
ク
ニ
の
中
心
地
と
し
て
栄

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　　
　
む
か
し
春
日
に
奴
国
の
王
が
い
た

　
お
よ
そ
２
０
０
０
年
前
の
日
本
の
様
子

が
書
か
れ
て
い
る
中
国
の
歴
史
書
「
後
漢

書
」
に
は
、
弥
生
時
代
の
後
期
、
西
暦
57

年
に
、｢

倭わ
の
な
の奴
国
王
（
日
本
の
奴
国
の
王
）

が
後
漢
に
使
者
を
送
り
、
そ
の
時
の
皇
帝

の
光こ

う
ぶ
て
い

武
帝
か
ら
印
綬
（
漢か
ん
の
わ
の
な
の
こ
く
お
う

倭
奴
国
王
の
金

印
と
い
わ
れ
て
い
る
）
を
賜
っ
た
」
と
の

記
述
が
あ
り
ま
す
。

　
当
時
、
日
本
か
ら
海
を
渡
っ
て
、
中
国

の
皇
帝
に
会
い
に
行
く
の
は
大
変
な
こ
と

で
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
奴
国
に
は
相
当

な
国
力
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
中
国
の
歴
史
書
「
三
国
志
」
中
の

「
魏ぎ

し
ょ書
」
の
一
節
（
通
称
「
魏ぎ
し
わ
じ
ん
で
ん

志
倭
人
伝
」）

に
よ
る
３
世
紀
ご
ろ
卑
弥
呼
の
時
代
の
記

述
で
は
、
対つ

し
ま馬
国
１
０
０
０
余
戸
、
一
支

国
３
０
０
０
戸
、末ま

つ
ろ廬
国
４
０
０
０
余
戸
、

伊い

と都
国
１
０
０
０
余
戸
、奴
国
２
万
余
戸
、

不ふ

み弥
国
１
０
０
０
余
戸
と
あ
り
ま
す
。
奴

国
は
他
の
国
と

比
べ
て
一
桁
違

う
規
模
で
、
と

り
わ
け
大
き
な

ク
ニ
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
付
近
に
王
が

住
ん
で
い
た
奴
国
の
中
心
地
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
　
王
の
鏡
は
中
国
本
土
で
も

　
　
数
少
な
い
貴
重
な
も
の
？

　
王
墓
か
ら
出
土
し
た
副
葬
品
の
中
に
、

草そ
う
よ
う
も
ん
き
ょ
う

葉
文
鏡
と
い
う
鏡
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
鏡
は
紀
元
前
２
世
紀
頃
に
中
国
で

造
ら
れ
た
も
の
で
、
中
で
も
須
玖
岡
本
遺

跡
で
発
見
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
直
径
が

23
㎝
も
あ
る
大
型
の
も
の
は
、
中
国
で
さ

え
あ
ま
り
出
土
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
王
墓
に
眠
る
奴
国
王
は
、
金
印
を
賜
っ

た
王
の
数
代
前
、
紀
元
前
の
王
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
珍
し
い
鏡
を
漢

の
皇
帝
が
賜
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
奴
国

は
、
長
年
に
わ
た
り
日
本
に
お
い
て
大
き

な
力
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
青
銅
器
工
房
と
王
墓
の
原
寸
大
ジ
オ
ラ

マ
や
王
墓
か
ら
出
土
し
た
鏡
な
ど
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

場
所

　岡
本
３
ー
57

開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日

▽
第
３
火
曜
日
（
そ
の
日
が
祝
日
の
場
合

は
そ
の
翌
日
）

▽
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
）

問
い
合
わ
せ
先
　
同
資
料
館

（
５
０
１
）１
１
４
４

（
５
７
３
）１
０
７
７

　
９
月
29
日
㈯
に
行
う
奴
国
の
丘
フ
ェ
ス

タ
。
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
や
文
化
財
ツ
ア
ー
、

体
験
広
場
な
ど
を
通
じ
て
「
奴
国
」
の
歴

史
や
遺
跡
を
身
近
に
感
じ
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
、
９
月
15
日
号
の
折
り
込
み

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　「
発
掘
調
査
と
は
何
だ

　
　
〜
須
玖
岡
本
遺
跡
の
成
果
〜
」

　
こ
れ
ま
で
の
国
指
定
史
跡
「
須
玖
岡
本

遺
跡
」
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
、
そ
の
発

掘
し
た
遺
物
と
と
も
に
展
示
・
解
説
し
ま
す
。

期
間
　
９
月
29
日
㈯
〜
10
月
31
日
㈬

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所

　奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

考
古
企
画
展
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１
９
６
０
年（
昭
和
35
年
）に
制
定
さ
れ
た「
防

災
の
日
」
は
、
１
９
２
３
年
（
大
正
12
年
）
に
関

東
大
震
災
が
発
生
し
た
日
で
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

例
年
９
月
１
日
前
後
は
、
台
風
の
襲
来
が
多
い
と

さ
れ
る
二
百
十
日
（
※
１
）
に
当
た
り
、「
災
害

へ
の
備
え
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
」
と
の
戒
め
も
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

は
、
多
く
の
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産
を
奪
い
、

未
だ
に
多
く
の
人
が
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
岡
県
で
も
地
震

は
発
生
し
な
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
平
成
17

年
３
月
20
日
午
前
10
時
53
分
福
岡
県
西
方
沖
地
震

が
発
生
し
負
傷
者
や
建
物
被
害
が
多
数
発
生
し
ま

し
た
。

　
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
も
、
災
害
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、

災
害
へ
の
備
え
を
怠
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
日
頃

か
ら
家
族
や
地
域
で
災
害
か
ら
身
を
守
る
方
法
、

安
全
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
具
類
の
転
倒
・
落
下
防
止

▽
転
倒
防
止
金
具
な
ど
で
固
定
し
、
倒
れ
に
く

く
す
る
。

▽
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
、
食
器
戸
棚
、
窓
な
ど
の
ガ

ラ
ス
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
。

▽
本
棚
な
ど
は
、
重
い
も
の
を
下
の
方
に
収
納

し
、
重
心
を
低
く
す
る
。

▽
棚
や
タ
ン
ス
な
ど
の
高
い
と
こ
ろ
に
危
険
な

物
を
載
せ
な
い
。

▽
食
器
棚
の
ガ
ラ
ス
製
品
が
転
倒
し
た
り
滑
り

出
し
た
り
し
な
い
よ
う
防
止
枠
を
設
け
る
。

非
常
用
品
と
し
て
備
え
て
お
く

　
非
常
用
品
は
両
手
が
使
え
る
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
な
ど
に
ま
と
め
て
、
目
の
付
き
や
す
い
所
に

置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

日頃からの備え

□飲料水　□食料品　　□貴重品
□履物　　□懐中電灯　□携帯ラジオ
□衣類　　□タオル　　□毛布
□マッチ・ライター
□救急セット（医薬品）
□軍手（手袋）　□雨具・防寒具
□筆記用具　　□ティッシュ　など

地
震
に
備
え
る

（
※
１
）二
百
十
日
と
は
、
雑
節
の
ひ
と
つ
で
、
立
春
か
ら
数
え
て

二
百
十
日
目
の
日
の
こ
と
。
昔
か
ら
台
風
が
よ
く
襲
来
す

る
日
と
い
わ
れ
、
厄
日
と
さ
れ
て
い
る
。

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」で
す
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災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
消
防
署
や
市
役
所

な
ど
の
公
的
機
関
も
被
害
を
受
け
、
市
民
の
皆

さ
ん
を
避
難
さ
せ
た
り
助
け
た
り
す
る
な
ど
の

公
的
な
支
援
が
素
早
く
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
過
去
の
災
害
に
お
い
て
、
約
７
割
が
自
力
ま

た
は
家
族
で
（
自
助
）、
約
２
割
が
隣
人
や
通

行
人
に
（
共
助
）、約
１
割
が
救
助
隊
に
（
公
助
）

救
助
さ
れ
た
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
重
要

性
の
割
合
は
「
７
（
自
助
）
対
２
（
共
助
）
対

１
（
公
助
）」
と
い
わ
れ
て
お
り
、
災
害
発
生

直
後
か
ら
数
日
間
は
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
（
自
助
）」
と
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
る
（
共
助
）」
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織

　
春
日
市
に
は
、
全
35
地
区
の
自
治
会
で
自
主

防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
主
防
災

組
織
と
は
、
地
域
の
人
々
が
自
発
的
に
防
災
活

動
を
行
う
組
織
の
こ
と
で
す
。
災
害
時
に
は
個

人
の
力
や
公
的
機
関
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
力
を
発
揮
す
る
の

が
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
理
念
の
下
に
結
成
さ
れ
た
自
主
防
災
組

織
で
す
。

　
積
極
的
に
地
区
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に

参
加
し
、「
地
域
防
災
力
」
を
向
上
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

地
震
時
の
行
動

　
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
、
テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下

に
隠
れ
、
揺
れ
が
収
ま
る
の
を
待
つ
。

地
震
直
後
の
行
動

▽
火
を
使
っ
て
い
る
と
き
は
、
揺
れ
が
収

ま
っ
て
か
ら
火
の
始
末
を
す
る
。

▽
出
火
し
た
と
き
は
、
落
ち
着
い
て
消
火
す

る
。

▽
転
倒
、
落
下
し
た
家
具
類
や
ガ
ラ
ス
の
破

片
な
ど
で
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
注
意
す

る
。

▽
揺
れ
が
収
ま
っ
た
と
き
に
避
難
で
き
る
よ

う
、
出
口
を
確
保
す
る
。

▽
瓦
、
窓
ガ
ラ
ス
、
看
板
な
ど
が
落
ち
て
く

る
の
で
、
慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
。

▽
屋
外
で
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
に
近
寄
ら
な
い
。

地
震
後
の
行
動

▽
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
正
し
い
情
報
を

収
集
す
る
。

▽
自
宅
の
安
全
を
確
認
後
、
隣
近
所
の
人
の

安
否
も
確
認
す
る
。

▽
倒
壊
家
屋
や
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人

を
協
力
し
て
救
出
・
救
護
す
る
。

▽
避
難
す
る
際
は
、
電
気
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切

り
、
ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
る
。

○
自
主
防
災
組
織
の
主
な
活
動

平
常
時
　
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発
、
地
域

内
の
安
全
点
検
、
防
災
資
機
材
の
整

備
、
防
災
訓
練
の
実
施

災
害
時
　
情
報
の
収
集
・
伝
達
、
初
期
消
火

活
動
、
避
難
誘
導
、
救
出
活
動
、
医

療
救
護
活
動
、
避
難
所
の
運
営
、
給

食
・
給
水
活
動

　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

市
で
は
防
災
対
策
指
導
員
の
派
遣
を
行
い
、
防

災
に
対
す
る
技
術
や
知
識
の
普
及
、
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

地震が発生したら

自助・共助の重要性

◁災害対策に関する詳
しい情報は「春日市
防災ガイドブック（保
存版）」に掲載してい
ます。もう一度確認
しておきましょう。
持っていない人には、
道路防災課（市役所
3階）で配布します。
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大土居公民館

大丸池公園

白水児童センター

泉公民館　　　　　☎（571）4415
大谷公民館　　　　☎（574）5656
大土居公民館　　　☎（596）4743
岡本公民館　　　　☎（571）4161
春日共同利用施設　☎（573）2749
春日公民館(建て替え中）　☎（571）4149
春日公園公民館　　☎（582）8782
春日原公民館　　　☎（591）6000
春日原南公民館　　☎（582）9169
上白水公民館　　　☎（582）6879
小倉公民館　　　　☎（573）8787
小倉東公民館　　　☎（571）0901
桜ヶ丘公民館　　　☎（592）5567
サン・ビオ公民館　  ☎（592）5554
下白水北公民館　　☎（571）4146
下白水南公民館　　☎（593）2311
白水ヶ丘公民館　　☎（582）6885
白水池公民館　　　☎（502）9200

須玖北公民館　　　☎（581）6624
須玖南公民館　　　☎（582）8730
惣利公民館　　　　☎（595）1705
宝町公民館　　　　☎（582）9995
ちくし台公民館　　☎（582）7254
千歳町公民館　　　☎（581）3559
塚原台公民館　　　☎（595）0340
天神山公民館　　　☎（572）7323
昇町公民館　　　　☎（591）7221
光町公民館　　　　☎（581）9288
日の出町公民館　　☎（582）9998
平田台公民館　　　☎（595）0100
松ヶ丘公民館　　　☎（595）0686
紅葉ヶ丘公民館　　☎（581）9621
大和町公民館　　　☎（582）1140
弥生公民館　　　　☎（582）8412
若葉台西公民館　　☎（571）4360
若葉台東公民館　　☎（591）8979

春日北小学校　☎（581）1512
春日原小学校　☎（581）2093
日の出小学校　☎（572）4456
春日小学校　　☎（581）1369
春日西小学校　☎（581）4190
須玖小学校　　☎（501）3103

天神山小学校　☎（501）4301
春日東小学校　☎（501）0211
春日南小学校　☎（501）4156
大谷小学校　　☎（573）2922
春日野小学校　☎（593）2002
白水小学校　　☎（915）2525

春日北中学校　☎（502）0107
春日中学校　　☎（581）0461
春日西中学校　☎（572）7356
春日東中学校　☎（581）1109
春日野中学校　☎（574）8111
春日南中学校　☎（595）0905

市役所　　　　　　　　☎（584）1111
いきいきプラザ　　　　☎（501）1134
ふれあい文化センター　☎（584）3366
すくすくプラザ　　　　☎（584）1010
奴国の丘歴史資料館　　☎（501）1144
福祉ぱれっと館　　　　☎（575）2223
毛勝児童センター　　　☎（581）5614
光町児童センター　　　☎（501）7014
白水児童センター　　　☎（593）2777
ナギの木苑　　　　　　☎（595）0513

■市内の避難所と連絡先

■市内の避難場所

市
内
の
避
難
所

　
自
宅
に
い
る
こ
と
に
危
険
を
感
じ
る
と
き
や
災
害
で
住
宅

を
失
っ
た
場
合
な
ど
に
、
一
定
の
期
間
ま
た
は
一
時
的
に
避

難
生
活
を
す
る
場
所
で
す
。

　
自
主
的
に
避
難
す
る
場
合
な
ど
、
比
較
的
小
規
模
な
災
害

時
に
は
公
民
館
な
ど
の
施
設
を
利
用
し
ま
す
。

　
地
震
な
ど
の
大
規
模
・
広
域
な
災
害
で
、
避
難
者
が
公
民

館
の
収
容
能
力
を
上
回
っ
た
と
き
に
は
小
・
中
学
校
を
利
用

し
ま
す
。

問い合わせ先
道路防災課　消防防災担当
☎（584）1111　 （584）1143
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

避難所と避難場所
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　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ウェブサイトの「お知らせ」に
も載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市
は
、中
学
１
年
生
か
ら

高
校
１
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
女
子
の
子
宮
頸け
い

が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
無
料

に
し
て
い
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種（
全

３
回
）は
接
種
す
る
の
に
標
準

的
な
接
種
間
隔
で
６
カ
月
を
要

し
ま
す
。平
成
25
年
３
月
31
日

ま
で
に
接
種
を
完
了
さ
せ
る
に

は
、平
成
24
年
９
月
30
日
ま
で

に
１
回
目
の
接
種
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

は
任
意
の
予
防
接
種
で
、本
人

お
よ
び
保
護
者
が
希
望
す
る
場

合
に
行
う
も
の
で
す
。接
種
を

希
望
す
る
場
合
は
、１
回
目
を

９
月
30
日
ま
で
に
受
け
ま
し
ょ

う
。

子宮頸がん予防ワクチンの接種方法
1回目は9月30日までに接種を

健康課 健康増進担当 　 （501）1134 （501）0051

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
個
別
接
種
を
、

９
月
１
日
以
降
順
次
開
始
し
ま

す
。

　
あ
ら
か
じ
め
病
医
院
に
電
話
で
予
約
を

し
た
上
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、医
療
機
関
に
よ
り
、接
種
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
年
齢
　
生
後
３
カ
月
か
ら
90
カ
月
に

至
る
ま
で
の
間

接
種
回
数
・
接
種
間
隔
　
20
日
以
上
あ
け

て
３
回
、そ
の
後
６
カ
月
以
上
あ

け
て
１
回

※
最
後
の
１
回
は
接
種
開
始
当
初
は
定
期

予
防
接
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。定
期
化

さ
れ
た
場
合
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
施
医
療
機
関
　
左
表
の
と
お
り

※
こ
れ
ま
で
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

歴
や
そ
の
他
の
状
況
に
よ
り
、接
種
回

数
や
接
種
間
隔
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
報
８
月
１
日
号
、市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
見
る
か
、い
き
い
き
プ
ラ

ザ
窓
口
、ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
を
実
施

す
る
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、生
ワ
ク
チ
ン
を
既
に
２
回
接
種

し
て
い
る
子
ど
も
は
接
種
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ポリオ（小児マヒ）ワクチン個別接種
医療機関での個別接種が始まります

健康課 健康増進担当 　 （501）1134 （501）0051

■ポリオワクチン接種可能医療機関

病医院名 住所 電話番号
おの子どもクリニック 一の谷1ｰ149 ☎（501）2323
かくた小児科医院 上白水7ｰ15 ☎（574）6168
きたやま小児科 小倉2ｰ97ｰ1 ☎（588）5030
くぼた小児科医院 惣利１ｰ123 ☎（595）0822
横山小児科医院 春日原東町3ｰ36 ☎（581）1203
上田胃腸科内科医院 若葉台西1ｰ5 ☎（591）5963
大西内科クリニック 大土居3ｰ192 ☎（595）2001
かわらだクリニック 惣利1ｰ82ｰ1 ☎（583）9678
榊原医院 下白水北4ｰ85 ☎（572）3111
しんかいクリニック 昇町5ｰ5ｰ1 ☎（584）0011
たけの内科クリニック 春日原北町3ｰ63ｰ1 ☎（593）0500
福岡徳洲会病院 須玖北4ｰ5 ☎（573）6622
ひろ内科 春日原北町4ｰ11 ☎（986）5423
森園医院 ちくし台2ｰ13 ☎（571）3373
安永クリニック 上白水3ｰ51 ☎（573）6003
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18
歳
以
下
の
障
が
い
児
な
ど
を
対
象
に
、

秋
・
冬
休
み
期
間
中
に
活
動
で
き
る
場

所
を
提
供
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
居
住
し
、学
齢
児
以
上
で
学
童

保
育
の
受
け
入
れ
が
不
可
能
な
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
障
が
い
児

▽
市
内
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し

て
い
る
障
が
い
児
な
ど

▽
特
別
支
援
学
校
な
ど
に
在
籍
し
て
い
る
障
が

い
児
な
ど

場
所
　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇
町
３
ー
１

０
１
）

利
用
料

▽
半
日
利
用（
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
、午
後
１

時
〜
５
時
）

５
０
０
円

▽
１
日
利
用（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

１
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
市
民
税
非
課
税
世
帯

は
全
額
免
除
し
ま
す
。

定
員
　
１
日
10
人

申
請
方
法
　
９
月
10
日
㈪
ま
で
に
窓
口
で
申
請

す
る

※
夏
休
み
に
利
用
し
た
人
は
申
請
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

申
請
先
　
福
祉
支
援
課
障
が
い
担
当（
市
役
所

１
階
）

障がい児等タイムケア事業を行います
秋・冬休み

福祉支援課 障がい担当 　 （584）1111 （584）3090

仕
事
な
ど
の
た
め
に
夜
間（
開

始
時
間
が
原
則
と
し
て
午
後

５
時
以
降
）に
人
工
透
析
に
よ
る
治

療
を
受
け
て
い
る
人
に
対
し
て
、交

通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
助
成
を
希
望
す
る
人
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る

○
今
年
の
４
〜
９
月
に
、月
５
回
以

上
、夜
間
の
人
工
透
析
を
受
け
た

月
が
あ
る（
助
成
対
象
は
月
５
回

以
上
透
析
を
受
け
た
月
の
み
）

○
通
院
距
離（
自
宅
か
ら
医
療
機
関

ま
で
）、ま
た
は
通
院
費
用
が
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

▽
片
道
10
㎞
以
上
で
自
家
用
車
を

使
用
し
て
い
る
　

▽
公
共
交
通
機
関
・
タ
ク
シ
ー
使

用
を
利
用
し
て
月
額
２
０
０
０

円
以
上
を
負
担
し
て
い
る

※
タ
ク
シ
ー
利
用
の
場
合
は
領

収
書
が
必
要
で
す
。

助
成
額
　
月
額
２
０
０
０
円

申
請
期
間
　
９
月
18
日
㈫
〜
28
日
㈮

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先
　
福
祉
支
援
課
障
が
い
担
当

（
市
役
所
１
階
）

腎臓疾患患者福祉給付金
助成します

福祉支援課 障がい担当 　 （584）1111 （584）3090

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
な
い
児
童
を
監

護
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
対

し
、一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
児

童
扶
養
手
当
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
要
件
に
、８
月
１
日
か
ら

Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
新
た
に
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
支
給
は
申
請
月
の
翌
月
か
ら
開

始
と
な
り
ま
す
の
で
、該
当
す
る

人
は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

認
定
で
き
る
場
合
　
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
で
裁
判
所
か
ら
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
が
出
さ
れ
た

場
合

※
平
成
24
年
８
月
中
に
申
請
し
た

場
合
の
み
、８
月
分
か
ら
の
支

給
開
始
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

児童扶養手当に要件が追加されました
DV（配偶者からの暴力）被害者も対象に

こども未来課 母子児童担当 　 （584）1111 （584）1115
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市
内
す
べ
て
の
小
学
校
で
、１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
外

国
語
活
動（
英
語
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
外
国
語
活
動
の
取
り
組
み
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、各
小
学
校
で
外
国
語
活
動
の
オ
ー
プ
ン
・

ス
ク
ー
ル（
授
業
参
観
）を
実
施
し
ま
す
。

開
催
日
・
学
年
　
左
表
の
と
お
り

※
上
履
き
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

春日市小学校外国語活動オープン・スクール
見学しませんか

学校教育課 　 （584）1111 （584）1153

学校 住所 期日 開始時間 学年 駐車場
春日西小学校 下白水南4ｰ134   9月  5日㈬ 午後2時10分 3年 なし
須玖小学校 須玖南2ｰ71   9月  7日㈮ 午後1時25分 3年 あり
春日野小学校 春日公園4ｰ1ｰ1   9月  7日㈮ 午後2時15分 5年 なし
春日小学校 昇町1ｰ142   9月13日㈭ 午後2時 1年 あり
春日東小学校 若葉台東1ｰ51   9月20日㈭ 午後2時5分 2年 あり
白水小学校 白水ヶ丘1ｰ100 10月19日㈮ 午後3時10分 6年 あり
春日北小学校 岡本1ｰ35 11月  4日㈰ 午前10時20分 1年 なし
日の出小学校 日の出町3ｰ1ｰ10 11月  7日㈬ 午後2時10分 6年 あり
春日原小学校 春日原南町4ｰ37ｰ1 11月12日㈪ 午後1時30分 2年 なし
天神山小学校 天神山6ｰ39 12月10日㈪ 午後2時10分 5年 あり
春日南小学校 春日8ｰ100 12月11日㈫ 午後1時50分 4年 なし
大谷小学校 大谷4ｰ1 12月11日㈫ 午後2時45分 4年 あり

■各学校の開催日時・実施学年

市
民
の
公
益
活
動（
営
利
を
目
的
と

せ
ず
、複
数
の
市
民
が
自
発
的
・
継

続
的
に
行
う
、地
域
社
会
に
貢
献
す
る
活

動
）を
支
援
す
る
た
め
、そ
の
事
業
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
団
体
　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
団
体

▽
市
民
の
生
活
の
向
上
や
改
善
・
地
域
課

題
の
解
決
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る

▽
団
体
構
成
員
が
10
人
以
上
で
、そ
の
半

数
以
上
が
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る

▽
代
表
者
を
定
め
、名
簿
・
団
体
規
約
な
ど

が
あ
り
、運
営
や
責
任
体
制
が
明
確
で

あ
る

※
団
体
構
成
員
以
外
の
人
の
参
加
を
認
め

な
い
団
体
や
特
定
地
域
の
み
に
寄
与
す

る
事
業
を
行
う
団
体
は
除
き
ま
す
。

対
象
事
業
・
補
助
金
額
　
下
表
の
と
お
り

申
請
方
法
　
９
月
28
日
㈮
ま
で
に
、地
域

づ
く
り
課
に
あ
る
申
請
書
と
必
要

書
類（
団
体
規
約
、構
成
員
名
簿
、

年
間
事
業
計
画
書
、直
近
２
カ
年

度
の
決
算
書
、平
成
24
年
度
予
算

書
）を
提
出
す
る

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先
　
地
域
づ
く
り
課
地
域
づ
く
り
担

当（
市
役
所
４
階
）

春日市市民公益活動事業補助金制度（再募集）
活用しませんか

地域づくり課 地域づくり担当 　 （584）1111 （584）1153

要件 補助金額

新規事業 市民公益活動のうち、平成24年度中に新たに実施する事業で、他の補助金など
の交付を受ける予定がないもの

対象となる経費の3分の2の額
（上限額20万円）

継続事業
活動開始から4年度以上が経過し、平成24度中に見直しを行って継続する事
業で、他の補助金などの交付を受ける予定がないもの（過去に補助金などの交
付を受けた事業は補助金の交付から5年度以上が経過していれば申請可）

対象となる経費の3分の2の額
（上限額15万円）

■申請対象事業・補助金額
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老
齢
基
礎
年
金
は
原
則
65
歳
で
受
給

権
が
発
生
し
ま
す
が
、60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
前
ま
で
に
繰
り
上
げ
て
請
求

し
た
り
、66
歳
以
降
に
繰
り
下
げ
て
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
支
給
率
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

　
な
お
、「
繰
上
げ
・
繰
下
げ
請
求
」を
す
る

場
合
に
は
、次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

注
意
点

▽
繰
上
げ
請
求
後
に
事
故
や
病
気
で
障
が

い
を
負
っ
て
も
、障
害
基
礎
年
金
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
繰
上
げ
請
求
時
に
す
で
に
他
の
年
金
を

受
給
し
て
い
る
場
合
は
、そ
の
年
金
は

支
給
停
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
い
っ
た
ん
繰
上
げ
・
繰
下
げ
請
求
す
る

と
、一
生
同
じ
割
合
で
減
額
ま
た
は
増

額
さ
れ
た
率
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
市
国
保
年
金
課
年
金
担
当（
市
役
所
１

階
）

▽
南
福
岡
年
金
事
務
所

（
５
５
２
）６
１
１
２

（
５
４
１
）７
６
４
９

老齢基礎年金
「繰上げ請求」「繰下げ請求」ができます

国保年金課 年金担当 　 （584）1111 （584）1141

60歳 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳 66歳 67歳 68歳 69歳 70歳
70% 76% 82% 88% 94%

100%
108.4% 116.8% 125.2% 133.6% 142%

満65歳となる月から1カ月繰り上げるごとに0.5％ず
つ減額されます

満65歳となる月から1カ月繰り下げるごとに0.7％
ずつ増額されます

※満65歳となる月から受給を始めた場合の年金額を100％としています。

■「繰上げ・繰下げ請求」をした場合の年金支給率

現
在
、救
急
医
療
へ
の
休
日

や
夜
間
に
お
け
る
軽
症
患

者
の
受
診
が
増
加
し
、緊
急
性
の

高
い
重
症
患
者
の
治
療
に
支
障
を

き
た
す
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、休
日
や
夜
間
は
医
療
機

関
に
支
払
わ
れ
る
医
療
費
が
高
く

設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、受
診
の

際
の
窓
口
負
担
も
高
く
な
り
、そ

れ
を
支
え
る
皆
さ
ん
の
保
険
負
担

も
増
加
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
改
善
す
る
た

め
に
も
、医
療
機
関
や
薬
局
を
受

診
す
る
際
に
は
、以
下
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
点

▽
休
日
や
夜
間
の
救
急
医
療
機
関

は
、緊
急
性
の
高
い
患
者
を
受

け
入
れ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

受
診
す
る
前
に
平
日
の
時
間
内

に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
考
え
て
く
だ
さ
い
。

▽
休
日
や
夜
間
に
子
ど
も
の
急
な

病
気
で
心
配
に
な
っ
た
ら
、ま

ず
、小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０
、福
岡
県
は
午
後

７
時
〜
翌
日
午
前
７
時
、携
帯

電
話
も
可
）の
利
用
を
考
え
て

く
だ
さ
い
。小
児
科
の
医
師
や

看
護
師
か
ら
症
状
に
応
じ
た
適

切
な
対
処
の
仕
方
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
ま

ず
は
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関

を
受
診
す
る
こ
と
は
控
え
て
く

だ
さ
い
。医
療
費
を
増
や
す
だ

け
で
な
く
、重
複
す
る
検
査
や

投
薬
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
体
に

悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。現
在
の
治
療
に
不
安
が

あ
る
と
き
は
、医
師
に
伝
え
て

話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
薬
の
も
ら
い
す
ぎ
に
注
意
し
、

余
っ
て
い
る
と
き
は
、医
師
や

薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
薬
は
飲
み
合
せ
に
よ
っ
て
は
、

副
作
用
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。お
薬
手
帳
の
活
用
な
ど

に
よ
っ
て
既
に
処
方
さ
れ
て
い

る
薬
を
医
師
や
薬
剤
師
に
伝

え
、飲
み
合
わ
せ
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

医療機関・薬局を受診する際の注意点
確認してください

国保年金課 国保担当 　 （584）1111 （584）1141
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ナギの木苑
敬老の日は開館します

　ナギの木苑は通常、祝日を休館日とし
ていますが、9月17日は敬老の日にちな
んで開館します。
日時　9月17日㈪

午前9時～午後7時（浴場利用は午前
10時～午後6時30分）

場所　老人福祉センターナギの木苑（下
白水104ｰ13）

※施設利用には、入場料が必要です。
問い合わせ先　ナギの木苑

（595）0513（ 兼用）

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
長
年
の
社
会
貢

献
に
感
謝
し
、市
よ
り
お
祝
い
金

を
贈
呈
し
ま
す
。配
布
の
開
始
は
９
月
中

旬
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対
象
・
贈
呈
金
額

▽
80
歳
〜
99
歳
の
人（
大
正
２
年
４
月
１

日
〜
昭
和
８
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の

人
）

５
０
０
０
円

※
各
自
治
会
を
通
じ
て
贈
呈
し
ま
す
。

▽
１
０
０
歳
以
上
の
人（
大
正
２
年
３
月

31
日
以
前
生
ま
れ
の
人
）

２
万
円

※
市
か
ら
直
接
贈
呈
し
ま
す
。

「高齢者祝金」を贈呈します
長年の社会貢献に感謝

高齢課 高齢者支援担当 　 （584）1111 （584）3090

9月18日
温水プールを休館します
　電気工事のため、温水プールを1日休
館します。
　ご協力をお願いします。
期日　9月18日㈫
問い合わせ先
▷スポーツ課
（571）3234　 （585）1634

▷ザオバ九州（温水プール指定管理者）
（915）3500　 （915）1005

よ
り
よ
い
春
日
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
、市
の

状
況
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る

と
と
も
に
、市
長
が
直
接
、市
民
の

皆
さ
ん
と
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

意
見
交
換
し
ま
す
。

　
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
。気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

▽
９
月
26
日
㈬

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

春
日
原
南
公
民
館

▽
９
月
27
日
㈭

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

平
田
台
公
民
館

出前トーク「市長と語る」
9月の日程をお知らせします

行政管理課 企画担当 　 （584）1111 （584）1145

平
成
27
年
度
の
開
館
を
目
指
し
、現
在
、新

体
育
館
の
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
よ
り
よ
い
体
育
館
に
し
て
い
く
た
め
、基
本

設
計（
案
）を
公
表
し
、皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
　
市
民
、市
内
に
通
勤
・
通
学
す
る
人
、ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
市
外
の

人

公
表
・
意
見
提
出
期
間
　
９
月
３
日
㈪
〜
18
日

㈫（
必
着
）

公
表
場
所
　
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
２

階
）、行
政
管
理
課
窓
口（
市
役
所
５

階
）、ス
ポ
ー
ツ
課
窓
口（
大
谷
６
ー
28

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
）、市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト

意
見
提
出
方
法
　
フ
ァ
ッ
ク
ス
、郵
便
、Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
、意
見
書（
任
意
の
様

式
で
可
）に
住
所
ま
た
は
通
勤
・
通
学

先
、氏
名
ま
た
は
団
体
名
、連
絡
先
を
明

記
し
て
送
る（
窓
口
提
出
も
可
）

※
意
見
書
の
様
式
は
、提
出
先
窓
口
か
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
入
手
で
き
ま
す
。

　
な
お
、提
出
さ
れ
た
意
見
は
設
計
に
お
け
る

検
討
材
料
と
し
、後
日
、原
案
へ
の
反
映
状
況

を
公
表
す
る
予
定
で
す
。

提
出
先

▽
行
政
管
理
課
新
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
建

設
準
備
担
当（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市
役

所
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
担
当（
〒
816
ー
０
８

３
１
大
谷
６
ー
28
）

　kikaku@
city.kasuga.fukuoka.jp

（仮称）総合スポーツセンター施設整備基本設計（案）
意見を募集します

行政管理課 新市民スポーツセンター建設準備担当 　 （584）1111 （584）1145



K A S U G A         C I T Y12

友
達
や
家
族
と
一
緒
に
家
庭
に
眠
る
不
用

品
を
持
ち
寄
り
、必
要
な
人
に
安
価
で

譲
る
こ
と
で
、環
境
に
や
さ
し
い
リ
ユ
ー
ス（
再

使
用
）の
輪
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
な
お
、食
品
や
手
作
り
品
、仕
入
れ
た
も
の
、

生
き
物（
植
物
を
含
む
）、そ
の
場
で
動
作
確
認

が
で
き
な
い
家
電
製
品
な
ど
は
出
品
で
き
ま
せ

ん
。

対
象
　
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の
人
、ま

た
は
そ
の
人
を
含
む
グ
ル
ー
プ

※
業
者
は
出
店
で
き
ま
せ
ん
。

日
時
　
10
月
28
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

場
所
　
市
役
所
市
民
駐
車
場

出
店
区
画
　
２
ｍ

 
×
２
ｍ

出
店
料
　
１
０
０
０
円

定
員
　
１
１
０
組

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、初
出
店
の
人
を
優
先

し
て
抽
選
し
ま
す
。

な
お
、出
店
方
法
な
ど
に
関
す
る
事
前
説
明

会
を
10
月
７
日
㈰
の
午
後
２
時
か
ら
行
い
ま

す
。出
店
者
は
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
９
月
21
日
㈮（
当
日
消
印
有
効
）ま

で
に
、ハ
ガ
キ
に「
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
出

店
希
望
」、郵
便
番
号
、住
所（
マ
ン
シ
ョ

ン
名
も
）、氏
名（
ふ
り
が
な
）、生
年
月

日
、電
話
番
号（
平
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
に
連
絡
が
取
れ
る
も
の
）を
書

い
て
送
る

申
込
先
　
ご
み
減
量
推
進
課（
〒
816
ー
８
５

０
１
春
日
市
役
所
内
）

出店しませんか
秋のガレージセール

ごみ減量推進課 　 （584）1111 （584）1147

先
日
、大
量
の
タ
バ
コ
の
吸
殻
が
入

っ
た
複
数
の
空
き
カ
ン
が｢

び
ん
・

カ
ン｣

の
袋
で
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
び
ん
・
カ
ン
は
、春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
に
集
め
ら
れ
た
後
に
選
別
処
理

さ
れ
ま
す
が
、吸
殻
な
ど
の
異
物
が
入
っ

た
も
の
は
そ
の
ま
ま
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
ま
せ
ん
。

　
異
物
の
入
っ
た
び
ん
・
カ
ン
は
、選
別
ラ

イ
ン
か
ら
取
り
除
き
、中
に
入
っ
た
異
物

を
取
り
出
し
た
り
、中
を
洗
い
流
し
た
り

す
る
必
要
が
あ
り
、非
常
に
手
間
が
か
か

り
ま
す
。

　
ま
た
、び
ん
に
ジ
ャ
ム
や
果
物
な
ど
が

入
っ
て
い
る
場
合
も
、中
身
が
腐
敗
し
て

悪
臭
を
放
っ
た
り
、機
械
上
に
中
身
が
飛

び
散
っ
た
り
す
る
な
ど
、分
別
作
業
が
妨

げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、

ご
み
は
正
し
く
分
別
し
、異
物
を
入
れ
な

い
よ
う
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

取り除いてから出してください
｢びん・カン｣の異物や汚れ

ごみ減量推進課 　 （584）1111 （584）1147

市
立
保
育
所
で
保
育
に
関
す

る
業
務
に
当
た
る
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容
　
保
育
に
関
す
る
業
務

対
象
　
保
育
士
証
を
有
す
る
人

任
用
期
間
　
平
成
24
年
10
月
１
日

〜
平
成
25
年
３
月
31
日

勤
務
日
数
　
週
５
日（
月
〜
金
曜

日
）

勤
務
時
間
　
原
則
と
し
て
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時（
途

中
45
分
の
休
憩
あ
り
）

勤
務
場
所
　
市
立
保
育
所（
昇
町
、

須
玖
保
育
所
）

報
酬
　
日
額
６
６
０
０
円（
有
給

休
暇
・
社
会
保
険
あ
り
、賞

与
・
交
通
費
支
給
な
し
）

募
集
人
員
　
若
干
名

応
募
方
法
　
９
月
14
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
、履
歴
書
と
保
育

士
証
の
写
し
を
提
出
す
る

（
郵
送
可
）

※
10
月
以
降
も
随
時
募
集
し
ま
す

の
で
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

応
募
先
　
こ
ど
も
未
来
課
保
育
所

担
当（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）

保育士（臨時）
市職員を募集します

こども未来課 保育所担当 　 （584）1111 （584）1115
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夏の星座と秋の星座を楽しもう
白水大池公園星の館は、毎週、季節の星座や天文現象の観望会を行っています。参加は無料です。
初心者でも指導員が丁寧に案内しますので、気軽に来館してください。ボランティアも随時募集中です。

期日 時間 内容

8月31日㈮～9月2日㈰

午後7時30分～9時30分

夏の大三角を見よう

7日㈮～9日㈰

二重星を見よう14日㈮～15日㈯

16日㈰

午後7時～9時21日㈮～23日㈰ 弓張り月を見よう

28日㈮～30日㈰ 名月を見よう

開館日　金～日曜日
開館時間　午後2時～9時30分（9月16日以

降は午後9時まで）
※左記以外の天体観測も行えます。昼間は
太陽などが観察できます。
また、市ウェブサイトでは、毎月発行してい
る「ほしぞら新聞」や工作教室などのイベ
ント情報を見ることができます。
問い合わせ先　白水大池公園星の館

（558）9099　 （558）9023

９
月
10
日
の「
下
水
道
の
日
」に
ち
な
み
、

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

　
下
水
道
使
用
料
は
、利
用
者
の
皆
さ
ん
に
下

水
道
の
維
持
補
修
や
下
水
の
浄
化
な
ど
に
必
要

な
経
費
を
、汚
水
量
に
応
じ
て
、２
カ
月
ご
と
に

請
求
し
ま
す（
左
の
使
用
料
金
表
に
よ
り
算
出

後
、10
円
未
満
切
り
捨
て
）。

　
上
水
道
の
み
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、上
水

道
を
使
っ
た
量
が
汚
水
量
と
な
り
ま
す
。

　
井
戸
の
み
を
利
用
し
て
い
る
人
で
、メ
ー

タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
計
測
水
量

に
よ
っ
て
算
定
し
、メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い

な
い
場
合
は
居
住
者
数
に
よ
っ
て
汚
水
量
を
算

定
し
ま
す
。

　
上
水
道
と
井
戸
を
併
用
利
用
し
て
い
る
人

で
、井
戸
使
用
量
が
居
住
者
数
に
よ
っ
て
算
定

さ
れ
る
場
合
は
、井
戸
の
み
の
汚
水
量
の
２
分

の
１
で
算
定
さ
れ
、上
水
道
使
用
量
と
の
合
計

が
汚
水
量
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、井
戸
を
利
用
し
て
い
る
人
で
、ま
だ
届

け
出
を
行
っ
て
い
な
い
人
や
新
し
く
井
戸
の
利

用
を
始
め
る
人
は
、市
下
水
道
課
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

井
戸
の
居
住
者
数
で
の
算
定（
１
期（
２
カ
月
）

当
た
り
）

▽
１
人
世
帯
　
20
㎥

▽
２
人
世
帯
　
32
㎥

▽
３
人
世
帯
　
40
㎥

▽
４
人
以
上
世
帯
　
48
㎥

※
上
水
道
利
用
者
の
世
帯
人
数
毎
の
平
均
使
用

水
量
を
根
拠
と
し
て
い
ま
す
。

9月10日は下水道の日
下水道について知っていますか

下水道課 庶務担当 　 （584）1111 （584）1143

基本使用料（※1）1470円

汚水量による区分 使用料／㎥

累進
使用料
（※2）

1～20㎥ 56円70銭

21～40㎥ 172円20銭

41～60㎥ 204円75銭

61～80㎥ 214円20銭

81～100㎥ 260円40銭

101～200㎥ 271円95銭

201～1000㎥ 323円40銭

1001㎥以上 336円
※1 汚水量が0㎥の場合も掛かります。
※2 汚水量により単価が変わります。

■使用料金表（2カ月分・税込）

下水道使用料の例（48㎥の場合）
内訳
▷（1～20㎥）20㎥×56.7円＝1134円
▷（21～40㎥）20㎥×172.2円＝3444円
▷（41～60㎥）8㎥×204.75円＝1638円
▷基本使用料　1470円
合計　7686円
使用料　7680円（10円未満切り捨て）
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こんな本もありますよ～心の安らぎを求めて～

9月のおはなし会

未来
に 気!

市民図書館から 問い合わせ先　市民図書館（大谷6ｰ24）
（584）4646　 （584）3900

　自分の居場所を探すサラリーマン、交
通事故で息子を亡くした父親、「婚活」に
翻
ほんろう

弄される男女など無名の人々の物語
に耳を傾けて描いたコラム・ノンフィク

ション。つらい話が多い
のに不思議と読後感は暖
かく、「こんな日もある
さ」と明日も何とか頑張
ろうという気持ちになり
ます。

　「扉」「猫」「風」「音」。書家の息づかいま
で聞こえてきそうな文字とそれに並ぶ美
しい写真。そこに詩が加わり、声に出して
読んでいると、自然と五感が解き放たれ
て心が軽くなるのを感じます。子どもを

対象に出版され
た本の中には、
このように大人
の心に深く響く
本があります。

『詩　ふたつ』

　長
おさだ

田 弘
ひろし

／著　グスタフ・クリムト／画

クレヨンハウス　911.5オサ【棚45】

『こんな日もあるさ 23のコラム・ノ

ンフィクション』　　  　上
うえはら

原 隆
たかし

／著

文藝春秋　916ウエ【棚46】

『月人石』　　　　　　 乾
いぬい

千
ち え

恵／書、

谷
たにがわ

川俊
しゅんたろう

太郎／文、川
かわしま

島敏
としお

生／写真

福音館書店　ＪＥ【棚5】

　「花を持って、会いにゆく」「人生は森
のなかの一日」という2篇

へん

の詩とクリム
トの花々と樹木を描いた風景画が対に
なった詩画集。大切な人との別れは誰に

でも訪れるもの。著者
は最愛の妻を亡くしま
した。「死」の悲しみを
癒やし、大切な人との
「絆」について静かに語
りかけます。

絵本やわらべうたを一緒に楽しみませんか。
☆ひよこのへや（0歳から）　5日㈬、19日㈬

☆こりすのへや（1歳から）　12日㈬、26日㈬

時間　午前11時～11時30分

場所　ふれあい文化センター旧館集会室

◎うさぎのへや（3歳から）　 8日㈯、22日㈯

◎らいおんのへや（小学生）　1日㈯、15日㈯

時間　午後3時～3時30分

場所　市民図書館おはなしコーナー

　気持ちが沈み、生きていることがつらく感じることはありませんか。そんな時は、どうぞ図書館に来てください。図書館は本や
人との出会いの場です。ここでは、小さな子どもからお年寄りまで、それぞれ思い思いの時間を過ごしています。あなたの悩みを
解決するヒントやほっとするような「居場所」が見つかるかもしれません。
※9月15日㈯に「命やすらぐ図書館を求めて」と題した講演会を行います。詳しくは市民図書館ウェブサイトを見てください。

１
人
段
ボ
ー
ル
箱
１
箱
で
参
加
す
る
古
本
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。あ
な
た
な
ら
で
は
の
本

を
出
品
し
て
、一
日
本
屋
さ
ん
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象
　
営
利
を
目
的
と
し
な
い
個
人
ま
た
は
団
体

（
専
門
業
者
の
参
加
は
不
可
）

※
当
日
の
店
番
は
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

18
歳
未
満
の
人
は
、必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
４
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
前
庭（
大
谷
６
ー

24
）　

出
品
物
の
規
格
　
お
お
む
ね
43
㎝
×
37
㎝
×
34
㎝
程

度
の
大
き
さ
の
段
ボ
ー
ル
箱
１
箱
分（
補
充

分
と
し
て
も
う
１
箱
分
は
持
参
可
）

募
集
人
数
　
30
人（
申
込
先
着
順
）

募
集
期
間
　
９
月
１
日
㈯
〜
10
月
21
日
㈰
午
後
５
時

申
込
方
法
　
参
加
申
込
用
紙
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
る

か
直
接
持
参
す
る

※
参
加
申
込
用
紙
は
募
集
期
間
中
、市
民
図
書
館
に

置
い
て
い
ま
す
。ま
た
、市
民
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
先
　
社
会
教
育
課
図
書
館
担
当（
大
谷
６
ー
24
）

「かすが一箱古本市」出店者募集
春日市文化祭

社会教育課 図書館担当 　 （584）4646 （584）3900

△昨年の古本市の様子
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～まちの話題や人の紹介～

　7月10日、春日東小学校で安全安心まちづくりふれあい教室を
行いました。
　これは、春日市の将来を担う子どもたちが地域の見守りをして
いる警察官やボランティアとじかに接することで、防犯意識を高
め、子どもの健全育成を図ることを目的としたものです。
　この日は、児童と交番の警察官が、不審者への対処方法や110番

の使い方などについて寸劇で分かりやすく説明。その後、警察音楽隊による演奏もあり、児童らは楽しく防犯につ
いて学びました。ふれあい教室終了後には、児童たちが見送る中、白バイ・パトカー・青パトによるパトロール出発
式も行いました。

子どもたちを守れ！

春日市安全安心まちづくりふれあい教室

　毎日何気なく使用している水の大切さをあらためて考え、福岡都
市圏の水事情や節水の取り組みを理解してもらおうと、8月1日、西
鉄春日原駅前とJR春日駅前で街頭啓発を行いました。
　春日市を含む福岡都市圏は地理的に水資源に恵まれないため、使
用する水の約3分の1は筑後川の水に頼っており、渇水による水不
足を避けるためにも、日頃からの節水が大切です。
　この日は市長をはじめ、春日那珂川水道企業団職員や市職員がチラシや有明海で育ったのりを配布。出勤途中の
市民の皆さんに、水の大切さを呼び掛けました。

水を大切に

福岡都市圏｢水｣キャンペーン2012

　6月30日・7月1日に行われた「第30回九州小学生ソフトボール大
会」の福岡県大会で、春日市スポーツ少年団所属の「小倉第一ジュニ
アホークス」がベスト8となり、7月28日に佐賀県で行われた九州大
会に出場しました。
　九州大会出場前の7月26日、大会の出場報告のために市役所を訪
れた同チームの主将阿

あ べ

部希
のぞ み

海さん（白水小6年）による大会への意気
込みを受けて、市長は選手たちを激励しました。
　同チームは得意の守備の強さを生かしたプレーで試合を展開。健闘の結果、九州大会でベスト8という成績を収
めました。

小倉第一ジュニアホークス

第30回九州小学生ソフトボール大会出場
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　7月27日、ふれあい文化センター料理講習室で、「春日市学
校給食料理コンクール」を行いました。
　これは学校給食の献立の充実と多様化を図り、食育の推進
に役立てようと行ったもので、市立全12小学校の栄養教諭
や栄養職員と調理員のチームが参加。「かむことを意識した
献立」または「地場産物および地域に関連した献立」をテーマ
に、事前に各校の児童の意見を取り入れた献立を作成し、コンクール当日に調理を行いました。調理時間は40分以
内。参加者は調理開始の合図に、まずは丁寧に手を洗い、チーム内で声を掛け合いながら手際よく調理を行ってい
ました。
　結果は春日原小学校が1位となりましたが、どのチームも「児童においしく栄養満点の食事を食べてもらいた
い」という強い思いは共通していました。
審査結果
▷1位　春日原小学校　▷2位　天神山小学校　▷3位　日の出小学校

バランスの取れた豊かな給食の提供を目指して

春日市学校給食料理コンクール

　7月下旬、パキスタンと韓国の小学生が、相次いで春日野小
学校を訪れました。
　「アジア太平洋子ども会議」の一環とし、アジア各国の小学
生8人が市内でホームステイしながら7月18日～ 20日の3
日間、市内の小学校に通いました。
　このうち、春日野小学校に通ったのはスレイマン・モハメ
ドさん（パキスタン・11歳）。一緒に授業を受けた5年2組では、｢スーマン｣とあだ名で呼ばれ、休み時間には大好き
なサッカーで遊ぶなどすっかり打ち解けた様子です。一方、冷房の効いた教室には｢寒い｣と閉口。また、お楽しみの
給食では、宗教上の理由で献立の半分が食べられないこともありましたが、受け入れた子どもたちは、日頃ふれる
機会のない異文化を体験でき、良い経験になったようです。
　「福岡県青少年赤十字国際交流事業」で春日野小学校を訪問したのは釜山の青少年赤十字の児童7人（小学4～ 6

年）。これは日本赤十字社福岡県支部と大韓赤十字社釜山広域市
支社が、国際理解と親善を目的に平成13年から実施しているも
のです。
　児童らは、7月19日から市内で2泊のホームステイを行い、
20日には同小学校と春日市役所を訪問。小学校では全校生徒に
よる歓迎会が行われ、韓国の子どもたちは縦笛の演奏や英語の
スピーチを行うなど、交流を深めました。その後もホームステイ
先の児童がいるクラスに分かれて、体験授業を受けたり給食を
一緒に食べたりと楽しく過ごしました。

パキスタン・韓国の小学生と

春日野小で国際交流花盛り

◁
春
日
原
小
学
校
の
献
立（
ツ
ナ
と
ト
マ
ト
の

混
ぜ
ご
は
ん
、牛
乳
、エ
ビ
の
ピ
ー
コ
ロ
、ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
サ
ラ
ダ
、キ
ウ
イ
と
桃
の
ゼ

リ
ー
）

▷
表
敬
訪
問
を
す
る
釜
山
の
青
少
年
赤
十
字

の
メ
ン
バ
ー
と
引
率
指
導
者
た
ち

◁
給
食
を
食
べ
る
「
ス
ー
マ
ン
」さ
ん
と
５
年

２
組
の
子
ど
も
た
ち
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春
日
市
民
謡
連
盟

合
同
発
表
会

　
春
日
市
民
謡
連
盟
所
属
９
団
体
に
よ

る
発
表
会
で
す
。心
の
ふ
る
さ
と
、民
謡

に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。皆
さ
ん
の
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時
　
９
月
９
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

サ
ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

出
演
団
体
　
秀

し
ゅ
う
た
い岱
会
、朝

ち
ょ
う
せ
つ雪
会
、は
く
す

い
会
、秀ひ

で
た
み
か

民
樺
会
、最も

が
み上
会
、山

田
会
、ゆ
き
の
会
、若
葉
会
、民

俗
楽
颯

さ
っ
き
ょ
う響

問
い
合
わ
せ
先

　
稲い

な
だ田

 

０
９
０（
１
３
４
７
）７
５
３
０

（
５
８
５
）５
２
５
１

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

お
ひ
さ
ま
生
き
が
い
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

　
笑
顔
が
多
い
生
活
は
、心
と
身
体
を

元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。お
ひ
さ
ま
生

き
が
い
ク
ラ
ブ
は
、認
知
症
を
予
防
し
、

気
持
ち
を
若
々
し
く
持
っ
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
教
室
で
す
。

対
象
　
虚
弱
傾
向
が
気
に
な
る
人
の
う

ち
、次
の
項
目
に
１
つ
以
上
当

て
は
ま
る
65
歳
以
上
の
人（
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
を
除

く
）

▽
外
出
は
週
１
回
以
下
で
あ
る

▽
周
囲
の
人
か
ら
物
忘
れ
が
多
く
な
っ

た
と
言
わ
れ
る

▽
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
生
活
を

楽
し
め
な
く
な
っ
た

▽
気
持
ち
が
落
ち
込
む
こ
と
が
多
い

日
時
　
10
月
12
日
㈮
〜
平
成
25
年
３
月

22
日
㈮
の
毎
週
金
曜
日（
計
21

回
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費
　
無
料（
食
事
代
な
ど
は
実
費
）

※
教
室
参
加
の
可
否
は
、事
前
の
保
健

師
に
よ
る
面
接
を
受
け
決
定
し
ま

す
。ま
た
、自
分
で
来
所
で
き
な
い
人

（
市
が
認
め
た
人
の
み
）は
、送
迎
バ

ス
の
利
用
が
で
き
ま
す（
片
道
１
０

０
円
）。

申
込
方
法
　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
課
介
護

予
防
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

認
知
症
予
防

脳
の
若
返
り
セ
ミ
ナ
ー

　
認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、頭
と

体
の
活
性
化
を
行
う
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。実
技
を
中
心
に
、楽
し
く
学
べ
ま

す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象
　
市
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の

人

期
日
・
内
容

▽
９
月
19
日
㈬

脳
の
機
能
を
鍛
え
る
方
法

▽
９
月
26
日
㈬

脳
の
血
流
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
運

動
時
間
　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

定
員
　
50
人（
申
込
先
着
順
）

※
２
回
と
も
参
加
で
き
る
人
を
優
先
し

ま
す
。

申
込
方
法
　
９
月
３
日
㈪
以
降
に
電
話

で
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
課
介
護

予
防
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

白
水
大
池
公
園
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

健
康
ウ
ォ
ー
ク

　
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）と
一
緒
に
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
ま
せ
ん
か
。体
力
に
合
わ
せ
て

７
㎞
と
４
・
５
㎞
の
２
コ
ー
ス
か
ら
選

べ
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

　
な
お
、気
温
や
湿
度
が
高
く
熱
中
症

の
危
険
が
あ
る
場
合
は
、室
内
で
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
９
月
19
日
㈬（
小
雨
決
行
）

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

※
タ
オ
ル
・
水
筒
・
帽
子
を
持
っ
て
、歩

き
や
す
い
服
装
、運
動
靴
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
課
保
健
指
導
担

当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　
生
活
習
慣
病
や
子
ど
も
の
食
事
な

ど
、食
生
活
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い
て
、

管
理
栄
養
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。

日
時

　
９
月
11
日
㈫
・
24
日
㈪

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

（
１
時
間
程
度
）

※
前
日
ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
会
議
室（
昇

町
１
ー
１
２
０
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
課
保
健

指
導
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

わ
く
わ
ー
く
シ
ニ
ア

「
ダ
ー
ツ
体
験
」

　
わ
く
わ
ー
く
シ
ニ
ア（
ダ
ー
ツ
部
会
）

に
よ
る
、高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
の
ダ
ー
ツ
体
験
会
で
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象
　
60
歳
以
上
の
人

日
時
　
９
月
22
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

定
員
　
70
人

申
込
方
法
　
９
月
15
日
㈯
ま
で
に
電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
太お

お
た田

０
９
０（
１
９
６
６
）５
２
９
４

（
７
７
５
）９
１
７
３

ttm
yohta@

csf.ne.jp
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議
会
に
よ
る
、奨
学
金
と
貸
付
金
の
勉

強
会
を
行
い
ま
す
。

　
参
加
希
望
者
は
、直
接
会
場
に
来
て

て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
15
日
㈯

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場
所
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階（
昇

町
３
ー
１
０
１
）

問
い
合
わ
せ
先

▽
白
水
大
池
公
園
虹
の
売
店

（
５
９
６
）９
９
２
５（

兼
用
）

▽
社
会
福
祉
協
議
会

（
５
８
１
）７
２
２
５

（
５
８
１
）７
２
５
８

電
話
で
申
し
込
む

※
新
規
申
込
者
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
い
き
い
き
ル

ー
ム（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

（
５
０
１
）１
１
６
２

（
５
０
１
）０
０
５
１

高
校
･
大
学
就
学
の
た
め
の

奨
学
金
･
貸
付
金
勉
強
会

　
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
と
社
会
福
祉
協

10
月
開
始

高
齢
者
の
た
め
の
運
動
教
室

　
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
の

た
め
の
運
動
教
室
で
す
。自
分
の
体
力

に
合
っ
た
教
室
を
選
ん
で
、楽
し
く
無

理
な
く
運
動
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

○
転
ば
ん
塾

対
象
　
65
歳
以
上
で
、15
分
以
上
の

歩
行
が
つ
ら
い
な
ど
虚
弱
傾

向
に
あ
る
人

※
事
前
に
面
接
が
あ
り
ま
す
。心
身

状
況
な
ど
に
よ
り
、必
要
に
応
じ

て
送
迎
バ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

日
時
　
10
月
４
日
㈭
〜
12
月
27
日
㈭

の
木
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

定
員
　
10
人（
申
込
先
着
順
）

○
古
希
元
気
塾

対
象
　
70
歳
以
上
で
、ひ
ざ
痛
な
ど

が
あ
り
体
力
低
下
が
気
に
な

る
人

日
時
　
10
月
５
日
㈮
〜
12
月
21
日
㈮

の
金
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
員
　
25
人（
申
込
先
着
順
）

○
七な

な
ま
るＯ
元
気
塾

対
象
　
70
歳
以
上
で
、ひ
ざ
痛
な
ど

が
あ
り
体
力
低
下
が
気
に
な

る
人

日
時

　
10
月
３
日
㈬
〜
12
月
26
日
㈬

の
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員

　
25
人（
申
込
先
着
順
）

○
に
こ
に
こ
ス
タ
ジ
オ

対
象
　
65
歳
以
上
で
元
気
な
人

日
時
　
10
月
１
日
㈪
〜
12
月
17
日
㈪

の
月
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
員
　
50
人（
申
込
先
着
順
）

○
い
き
い
き
ス
タ
ジ
オ

対
象
　
65
歳
以
上
で
元
気
な
人

日
時
　
10
月
３
日
㈬
〜
12
月
26
日
㈬

の
水
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
員
　
30
人（
申
込
先
着
順
）

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

利
用
料
　
１
回
２
５
０
円（
転
ば
ん
塾

は
１
回
２
０
０
円
）

申
込
方
法
　
９
月
３
日
㈪
〜
18
日
㈫
に

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
転
ば
ん
塾（
随
時
受
付
）

健
康
課
介
護
予
防
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

▽
転
ば
ん
塾
以
外

い
き
い
き
ル
ー
ム

（
５
０
１
）１
１
６
２

い
き
い
き
ル
ー
ム

10
月
開
始
の
運
動
教
室

　
い
き
い
き
ル
ー
ム
で
、無
理
な
く
楽

し
く
運
動
を
始
め
る
た
め
の
運
動
教
室

（
全
10
回
）で
す
。

対
象

　
20
歳
以
上
の
市
民

場
所

　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

○
リ
ラ
ッ
ク
ス
気
功

日
時

　
10
月
１
日
㈪
〜
12
月
10
日
㈪

の
月
曜
日

午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分

定
員
　
25
人（
申
込
先
着
順
）

○
リ
ズ
ミ
ッ
ク
ス

日
時
　
10
月
１
日
㈪
〜
12
月
10
日
㈪

の
月
曜
日

午
後
２
時
〜
３
時

定
員
　
40
人（
申
込
先
着
順
）

○
ヨ
ー
ガ

日
時
　
10
月
２
日
㈫
〜
12
月
11
日
㈫

の
火
曜
日

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

定
員
　
25
人（
申
込
先
着
順
）

○
木
曜
ピ
ラ
テ
ィ
ス

日
時
　
10
月
４
日
㈭
〜
12
月
13
日
㈭

の
木
曜
日

午
後
３
時
〜
３
時
45
分

　
定
員
　
25
人（
申
込
先
着
順
）

○
金
曜
ピ
ラ
テ
ィ
ス

日
時
　
10
月
５
日
㈮
〜
12
月
14
日
㈮

の
金
曜
日

午
前
10
時
〜
10
時
45
分

定
員
　
25
人（
申
込
先
着
順
）

利
用
料
　
１
回
３
５
０
円

※
同
ル
ー
ム
の
会
員
で
な
い
人
は
、事

前
に
会
員
登
録
手
続
き
が
必
要
で

す
。

申
込
方
法
　
９
月
７
日
㈮
〜
18
日
㈫
に

第36回春日奴国あんどん祭り
ボランティア募集

　10月27日㈯・28日㈰に春日公園で開催する春日奴国あんどん
祭りのボランティアを募集します。祭りの企画や準備、当日の運営
に参加して、一緒に祭りを盛り上げていきませんか。
　個人や団体、企業を問わず、広く市民の皆さんのご協力をお願い
します。
業務内容
▷事前準備（企画の手伝い、あんどん作りなど）
▷祭り前日・当日（会場準備、受付案内、迷子・拾得物対応、交通整
理、会場内の案内誘導、あんどんの設置・管理、ごみ対策など）
▷祭りの後（後片付け、使用施設などの清掃、資器材などの撤収な
ど）
※企業のトラック（運転手付き）などの提供もお願いします。
問い合わせ先　春日市民祭り振興会（伯玄町2 ｰ24春日市商工会

館内）
（581）1407　 （575）0702
http://www.andonmatsuri.com/
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県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
中
級
講
習
会

　
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
で
、求

職
や
転
職
を
希
望
し
て
い
る
人
の
た
め

の
講
習
会
で
す
。

内
容
　
パ
ソ
コ
ン
中
級（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）

期
間
　
10
月
11
日
㈭
〜
31
日
㈬（
平
日

の
12
日
間
）

時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午

場
所
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
Ｏ
Ａ

ル
ー
ム（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

受
講
料
　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
２
４
１

５
円
程
度
自
己
負
担
）

定
員
　
20
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
書
類
選
考
し
、

応
募
数
半
数
以
下
の
場
合
は
中
止
し

ま
す
。

託
児
　
１
歳
〜
未
就
学
児
、要
予
約

申
込
方
法
　
９
月
24
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
所
定
の
申
込
書
を
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
る

※
申
込
書
は
、市
こ
ど
も
未
来
課（
市
役

所
２
階
）、同
セ
ン
タ
ー
窓
口
、福
岡

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（

http://fukuoka-ken
boren.jp

）で
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー（
〒

816
ー
０
８
０
４
原
町
３
ー
１
ー

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受
け
箱

11
号
）

（
５
８
４
）３
９
３
１

（
５
８
４
）３
９
２
３

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

保
健
福
祉
講
座

○
思
春
期
精
神
保
健
福
祉
講
座

　
子
ど
も
の
ひ
き
こ
も
り
に
悩
む
家

族
を
対
象
と
し
た
講
座
で
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

　９
月
13
日
㈭

午
後
３
時
〜
５
時（
受
付
：
午

後
２
時
30
分
〜
）

内
容

▽
講
演
　「
ご
家
族
に
贈
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
」

講
師
　
中な

か
ざ
わ澤
武た

け
し志
さ
ん（
聖
ル
チ

ア
病
院
医
師
）

▽
交
流
会

定
員

　50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限

　９
月
10
日
㈪

○
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
研
修
会

　
福
岡
県
は
、飲
酒
運
転
に
よ
る
事

故
件
数
が
全
国
で
も
高
い
水
準
で
推

移
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
が
及
ぼ
す
社
会
的
・

身
体
的
影
響
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん

か
。

日
時

　９
月
21
日
㈮

午
後
２
時
〜
３
時
30
分（
受

付
：
午
後
１
時
30
分
〜
）

講
演

　

｢

知
っ
て
い
ま
す
か
？
ア
ル

コ
ー
ル
の
こ
と
〜
お
酒
と
上

手
に
つ
き
あ
う
た
め
に
〜｣

講
師

　武む
と
う
た
け
お

藤
岳
夫
さ
ん（
国
立
病
院

機
構
肥
前
精
神
医
療
セ
ン
タ

ー
医
師
）

定
員

　50
人（
申
込
先
着
順
）

母
子
寡
婦
福
祉
会

母
子
家
庭
の
親
の
バ
ス
ハ
イ
ク

　
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
は
、仕
事
と
子

育
て
に
頑
張
っ
て
い
る（
頑
張
っ
た
）母

親
を
対
象
に
、バ
ス
ハ
イ
ク
を
行
い
ま

す
。

対
象
　
母
子
家
庭
で
、末
子
が
中
学
生

以
上
の
母

※
母
の
み
の
参
加
な
の
で
、子
ど
も
の

安
全
を
確
保
し
た
上
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

期
日
　
９
月
16
日
㈰

集
合
場
所
・
時
間

▽
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇
町
１
ー
１

０
１
）

午
前
９
時
30
分

▽
春
日
市
役
所

午
前
９
時
45
分

帰
着
場
所
・
時
間

▽
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

午
後
４
時
30
分

行
き
先
　
福
岡
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー（
福

岡
市
早
良
区
）

参
加
費
　
１
５
０
０
円（
昼
食
代･

利
用

料
込
み
）

※
会
員
は
１
０
０
０
円
で
参
加
で
き
ま

す
。

定
員
　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

　
９
月
１
日
㈯
以
降
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
白
水
大
池
公

園
虹
の
売
店

（
５
９
６
）９
９
２
５（

兼
用
）

申
込
期
限
　
９
月
14
日
㈮

○
精
神
保
健
福
祉
家
族
講
座

　
精
神
障
が
い
者
の
家
族
や
一
般
市

民
を
対
象
と
し
た
講
座
で
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

　９
月
25
日
㈫

午
後
２
時
〜
４
時（
受
付
：
午

後
１
時
30
分
〜
）

講
演

　自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た

め
に
！｢

訪
問
看
護
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
現
状
か
ら
地
域
生

活
支
援
を
考
え
る｣

講
師

　熊く
ま
が
い谷
紀の

り
こ子
さ
ん（
福
岡
プ
ラ

イ
マ
リ
ケ
ア
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
看
護
師
）

定
員

　50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限

　９
月
21
日
㈮

場
所

　筑
紫
総
合
庁
舎
大
会
議
室（
大

野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー
25
）

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　申
込
期
限
ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　同
事
務
所
健

康
増
進
課
精
神
保
健
係

（
５
１
３
）５
５
８
５

（
５
１
３
）５
５
９
８

福
岡
い
の
ち
の
電
話

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
現
在
２
０
０
人
の
相
談
員
が
24
時
間

年
中
無
休
体
制
で
１
日
55
件
ほ
ど
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
者
が
年
間
３
万
人
を
下
ら
な
い

と
い
う
深
刻
な
社
会
状
況
の
中
に
あ
っ

て
、「
い
の
ち
の
電
話
」の
存
在
と
役
割

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
希
望
者
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　
熱
意
の
あ
る
人
は
、ぜ
ひ
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
　
23
〜
66
歳
の
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容

▽
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
期
間
　
９
月
21
日
㈮
ま
で

講
座
期
間

▽
講
座

　
10
月
17
日
㈬
〜
平
成
25
年
８
月
７
日

㈬
▽
実
習

　
平
成
25
年
８
月
〜
平
成
26
年
８
月

場
所
　
九
州
キ
リ
ス
ト
教
会
館（
中
央

区
舞ま

い
づ
る鶴
２
ー
7
ー
７
）

受
講
料
　
２
万
円（
そ
の
他
２
回
の
宿

泊
研
修
の
実
費
負
担
あ
り
）

応
募
方
法
　
９
月
21
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、申
込
書
、応
募
の
動
機（
自

筆
８
０
０
字
程
度
）、自
ら
の
生

い
立
ち
・
成
長
の
歴
史（
２
０
０

０
〜
４
０
０
０
字
）、友
人（
知

人
）に
よ
る
応
募
者
の
人
物
紹

介（
４
０
０
字
程
度
）を
提
出
す

る

※
事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
申
込
書
と
応

募
の
動
機
の
み
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
岡
い
の
ち

の
電
話
事
務
局（
九
州
キ
リ
ス

ト
教
会
館
内
）

（
７
１
３
）４
３
４
３（

兼
用
）
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込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
筑
紫
交
通
安

全
協
会（
筑
紫
野
市
二ふ

つ
か
い
ち
み
な
み

日
市
南

４
ー
８
ー
33
）

（
９
２
４
）０
０
６
６

（
９
２
４
）０
０
６
４

か
す
が
人
生
楽
校

公
開
講
座

　　
人
生
が
楽
し
く
、豊
か
に
な
る
ヒ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
も
あ
り

ま
す
。気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
９
月
20
日
㈭

午
後
２
時
〜
４
時

場
所
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

演
題
　
防
災
に
つ
い
て

講
師
　
陸
上
自
衛
隊
第
４
師
団

定
員

　
１
５
０
人（
先
着
順
）

託
児

　
１
人
３
０
０
円（
９
月
13
日
㈭

ま
で
に
電
話
で
要
申
込
）

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
教

育
課
社
会
教
育
担
当

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

春
日
市
介
護
を
考
え
る
家
族
の
会

介
護
者
の
た
め
の
日
帰
り
旅
行

　
市
内
に
住
む
介
護
者
の
皆
さ
ん
、日

帰
り
旅
行
で
日
頃
の
介
護
の
疲
れ
を
癒

し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
９
月
20
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

集
合
時
間
　
午
前
９
時
45
分

集
合
場
所
　
社
会
福
祉
協
議
会（
昇
町

３
ー
１
０
１
）

行
き
先
　
大
岳
荘
志
賀
島

参
加
費
　
２
５
０
０
円（
当
日
集
金
）

申
込
方
法
　
９
月
13
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
会 

服は
っ
と
り部

（
５
８
２
）５
７
９
８（

兼
用
）

発
達
障
が
い
者
な
ど
の
た
め
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
に
対
し

て
、就
労
が
順
調
に
行
わ
れ
、さ
ら
に
、

継
続
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
基
本

的
な
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的

に
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座
を
行
い
ま

す
。

対
象
　
発
達
障
が
い
の
あ
る
、ま
た
は

疑
い
の
あ
る
小
学
４
年
生
〜
30

歳
の
人
と
そ
の
保
護
者

期
日

　
11
月
〜
平
成
25
年
1
月
の
う
ち

計
10
回

※
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
受
講
日
が
異
な
り

ま
す
。

時
間

　
午
後
６
時
〜
８
時（
一
部
、午
後

１
時
〜
３
時
）

場
所
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

受
講
料
　
１
万
円（
計
10
回
分
）

定
員

▽
小
学
４
年
生
〜
中
学
生
　
５
人

▽
高
校
生
〜
30
歳
の
人
　
５
人

▽
受
講
者
の
保
護
者
　
10
人

申
込
期
限
　
９
月
15
日
㈯

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

発
達
障
が
い
者
就
労
支
援「
ゆ

あ
し
っ
ぷ
」　
桑く

わ
は
ら原

０
９
０（
５
０
８
４
）１
７
２
２

（
５
８
４
）８
６
８
６

syuuiku@
gm
ail.com

乳
幼
児
期
の
病
気
に
つ
い
て

小
児
科
医
と
の
座
談
会

　
横よ

こ
や
ま山 

隆た
か
しさ
ん（
横
山
小
児
科
医
院
医

師
）が
、就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
を
対
象
に
、乳
幼
児
期
に
か
か
り
や

す
い
病
気
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

　
質
問
の
時
間
も
あ
り
ま
す
の
で
、普

段
聞
け
な
い
子
ど
も
の
病
気
に
関
す
る

疑
問
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

　
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、子
ど
も
と

一
緒
の
参
加
も
可
能
で
す
。

日
時

　
９
月
20
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

　
す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南
２

ー
１
２
０
）

定
員
　
25
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
９
月
３
日
㈪
以
降
に
電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）１
０
１
０

（
５
８
４
）７
７
３
９

kosodate@
city.kasuga.fuku

oka.jp

マ
マ
♡
さ
ぽ
〜
と

お
母
さ
ん
の
た
め
の
ホ
ッ
と
た
い
む
講
座

　
平
成
24
年
度
春
日
市
市
民
公
益
活
動

事
業
助
成
制
度
の
対
象
事
業
で
す
。

　
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
連
続
し
て
参
加
で
き
る
親
子

（
５
カ
月
〜
未
就
園
児
）と
妊
婦

期
日
・
内
容

▽
９
月
11
日
㈫

「
笑
」ヨ
ガ
・
落
語

▽
10
月
９
日
㈫

「
体
」ヒ
ー
リ
ン
グ

▽
11
月
13
日
㈫

「
遊
」お
も
ち
ゃ
作
り

▽
12
月
11
日
㈫

「
食
」講
話
と
実
習

▽
平
成
25
年
１
月
15
日
㈫

「
美
」カ
ラ
ー
講
座

▽
平
成
25
年
２
月
12
日
㈫

「
愛
」わ
ら
べ
う
た
・
絵
本
の
読
み
聞

か
せ

時
間

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

参
加
費
　
各
回
５
０
０
円（
託
児
１
人

分
を
含
む
）

※
材
料
費
の
実
費
負
担
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、２
人
目
か
ら
は
託
児
料
３
０

０
円
が
必
要
で
す
。

定
員
　
20
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法
　
９
月
５
日
㈬
ま
で
に
フ
ァ

ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
郵
便
番

号
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、子

ど
も
の
名
前（
ふ
り
が
な
）・
性

別
・
月
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
マ
マ
♡
さ
ぽ

〜
と 

日ひ

た田

（
５
７
２
）３
５
７
７（

兼
用
）

m
am
a_sapo_1995@

yahoo.co.
jp貸

し
出
し
ま
す

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
運
転
免
許
証
記
載
の
住
所
が
春
日

市
、大
野
城
市
、筑
紫
野
市
、太
宰
府
市
、

那
珂
川
町
の
人
を
対
象
に
、チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
貸
し
出
し
ま
す
。

貸
出
期
間
　
10
月
１
日
㈪
〜
平
成
25
年

３
月
21
日
㈭

申
込
方
法

　
9
月
7
日
㈮
〜
21
日
㈮
の

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
に

自
動
車
運
転
免
許
証
と
印
鑑
、

郵
便
ハ
ガ
キ
１
枚
、会
員
は
交

通
安
全
協
会
会
員
証
を
持
参
し

申
し
込
む

※
交
通
安
全
協
会
会
員
を
優
先
し
、申
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情報ひろば

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」か
ら
の
お
知
ら
せ

○
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
教
室
＆

勉
強
会

　｢

自
然
の
食
べ
物
の
す
ば
ら
し
さ｣

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時
　
９
月
22
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

※
勉
強
会
の
み
は
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
で
す
。

料
理
内
容
　
金
時
豆
入
り
ご
飯
、か

ぼ
ち
ゃ
コ
ロ
ッ
ケ

参
加
費
　
３
０
０
０
円（
勉
強
会
の

み
５
０
０
円
）

定
員
　
10
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
、三

角
巾
、持
ち
帰
り
用
容
器
、筆

記
用
具
、上
履
き

申
込
期
限
　
９
月
18
日
㈫

○
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
生
ま
れ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」

（
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き

る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
方
式
の
災
害
対
応

教
材
）を
体
験
し
ま
す
。

対
象
　
小
学
４
年
生
以
上

日
時
　
９
月
22
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費

　
市
民
５
０
０
円
、市
外
１

０
０
０
円

定
員

　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限

　
９
月
20
日
㈭

○
塩
こ
う
じ
作
り

　
塩
こ
う
じ
作
り
と
塩
こ
う
じ
を

使
っ
た
料
理
の
試
食
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
９
月
25
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費
　
１
6
０
０
円

定
員
　
15
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
、三

角
巾
、持
ち
帰
り
用
容
器
、筆

記
用
具
、上
履
き

申
込
期
限

　９
月
17
日
㈪

○
マ
マ
の
た
め
の
笑
顔
塾

　
自
分
の
本
音
を
理
解
し
た
う
え
で

相
手
に
伝
え
る「
Ｉ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
、理
論
と
実
践
で
身
に
付
け
ま
す
。

日
時
　
９
月
25
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費
　
１
０
０
０
円（
資
料
代
含

む
）

定
員
　
24
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
筆
記
用
具
、上

履
き

申
込
期
限
　
９
月
22
日
㈯

申
込
方
法
　
申
込
期
限
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
伝
え
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://w

w
w
2
.csf.ne.jp/̃m

a
chicen

子
ど
も
歴
史
ク
ラ
ブ

古
代
の
も
の
つ
く
り
を
体
験
し
よ
う

　
市
内
の
遺
跡
か
ら
は
、弥
生
時
代
に

青
銅
器
や
ガ
ラ
ス
製
品
を
作
っ
て
い
た

証
拠
が
多
く
見
つ
か
っ
て
お
り
、奴
国

の
丘
歴
史
資
料
館
に
そ
の
遺
物
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

　
も
の
作
り
を
通
し
て
、古
代
人
の
先

端
技
術
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
低
温
で
溶
け
る
特
殊
な
金
属
を
使
う

の
で
子
ど
も
で
も
作
れ
ま
す
。

日
時  

10
月
６
日
㈯

午
前
９
時
〜
正
午

場
所
　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡
本

３
ー
57
）

材
料
費

▽
勾ま

が
た
ま玉

　
50
円

▽
銅ど

う
た
く鐸

　
８
０
０
円

▽
鏡
　
３
５
０
円

▽
草そ

う
よ
う
も
ん
き
ょ
う

葉
文
鏡
　
８
０
０
円

▽
ガ
ラ
ス
玉

　
１
０
０
円

定
員  

30
人（
申
込
先
着
順
）

※
小
学
校
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　
９
月
６
日
㈭
〜
10
月
５
日

㈮
に
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直
接

窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
資
料
館

（
５
０
１
）１
１
４
４

（
５
７
３
）１
０
７
７

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

　
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場
で
や
き
も
の
作

り
を
楽
し
み
な
が
ら
、古
代
の
陶
芸
家

の
気
分
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
作
っ
た
作
品
は
窯
で
焼
い
て
、後
日

お
渡
し
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
13
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場（
白
水
ヶ

丘
１
ー
４
）

参
加
費（
材
料
費
）　
粘
土
５
０
０
ｇ
当

た
り
２
０
０
円

定
員
　
各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
９
月
13
日
㈭
〜
10
月
12
日

㈮
に
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直
接

窓
口
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
、希
望
時
間
を
伝
え
る

※
代
行
人
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

ま
た
、小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
保

護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館（
岡
本
３
ー
57
）

（
５
０
１
）１
１
４
４

（
５
７
３
）１
０
７
７

春
日
市
民
図
書
館

健
康
講
座

　
市
民
図
書
館
で
健
康
講
座
を
行
い
ま

す
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
人
間
ド
ッ
ク
を

習
慣
に
〜
脳
ド
ッ
ク
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
〜
」で
す
。

　
成
人
の
６
％
が
未
破
裂
の
脳
動
脈
瘤

を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、脳
ド
ッ
ク
の
普
及
で
破
裂
す
る
前

に
見
つ
か
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。脳

卒
中
に
な
ら
な
い
予
防
法
な
ど
講
師
が

自
身
の
体
験
を
ふ
ま
え
て
お
話
し
し
ま

す
。

　
ま
た
講
座
に
合
わ
せ
て
、脳
卒
中
に

関
連
す
る
本
を
市
民
図
書
館
・
福
岡
徳

洲
会
病
院
図
書
室
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　
受
講
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時
　
９
月
21
日
㈮

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

中
研
修
室（
大
谷
６
ー
24
）

講
師

　
小お

の野
新し

ん
じ二
さ
ん（
福
岡
徳
洲
会

病
院
放
射
線
科
技
師
長
）

定
員

　
50
人

問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
図
書
館

（
５
８
４
）４
６
４
６

（
５
８
４
）３
９
０
０
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甲
種
防
火
管
理
者

新
規
講
習
会

　
建
物
に
出
入
り
す
る
人
数
が
一
定
以

上（
共
同
住
宅
で
は
50
人
、不
特
定
多
数

の
人
が
出
入
り
す
る
建
物
で
は
30
人
ま

た
は
10
人
）の
場
合
、防
火
管
理
者
を
選

任
す
る
こ
と
が
消
防
法
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
す

る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

日
時
　
９
月
27
日
㈭
・
28
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
遅
刻
や
途
中
退
席
の
場
合
は
、講
習

修
了
と
認
め
ま
せ
ん
。

場
所
　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本

部（
春
日
２
ー
２
ー
１
）

受
講
料
　
５
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

定
員
　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
提
出
す
る

※
申
込
書
は
、同
消
防
署
窓
口
か
ウ
ェ

ブ
上
で
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
消
防
本
部

予
防
課
指
導
係

（
５
８
４
）１
１
９
５

（
５
８
４
）１
２
０
０

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

上
級
救
命
講
習
会

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、そ
の
他
の
応
急

処
置
を
身
に
付
け
る
救
命
講
習
で
す
。

　
筆
記
・
実
技
試
験
も
行
い
ま
す
。

　
受
講
は
無
料
で
す
。

対
象

　春
日
市
、大
野
城
市
、那
珂
川
町

に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
中
学

生
以
上
の
人

日
時
　
10
月
28
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員
　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
消
防
署
本

署
救
急
係

（
５
８
４
）１
１
９
９

（
５
８
４
）１
１
６
１

参
加
し
ま
せ
ん
か

赤
十
字
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習

　
日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部
は
、病

気
や
け
が
や
災
害
か
ら
自
分
自
身
を
守

り
、け
が
人
や
急
病
人
を
正
し
く
救
助

し
、医
師
ま
た
は
救
急
隊
員
な
ど
に
引

き
継
ぐ
ま
で
の
救
命
の
手
当
お
よ
び
応

急
手
当
の
知
識
と
技
術
を
普
及
す
る
た

め
に
、養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
満
15
歳
以
上
で
講
習
に
耐
え
得

る
体
力
が
あ
り
心
身
共
に
健
康

な
人

日
時

　
10
月
19
日
㈮
〜
21
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
修
了
者
認

定
証
を
持
っ
て
い
る
人
は
、初
日
の

み
午
後
２
時
か
ら
の
受
講
と
な
り
ま

す
の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所
　
日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

費
用
　
１
５
０
０
円（
教
材
費
、保
険
料

な
ど
の
実
費
）

定
員
　
30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法
　
９
月
10
日
㈪
〜
28
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）に
、往
復
ハ

ガ
キ（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）の
往
信

裏
面
に
受
講
希
望
会
場
・
日
程
、

郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、連
絡

先（
必
ず
連
絡
が
取
れ
る
電
話

番
号
）生
年
月
日
、性
別
、職
業

を
、復
信
表
面
に
自
分
の
住
所
、

氏
名
を
明
記
し
申
し
込
む

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
、返
信
先
の

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
も
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申

し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
支
部
救
急

法
講
習
会
申
込
係（
〒
815
ー
８

５
０
３
福
岡
市
南
区
大お
お
ぐ
す楠
３
ー

１
ー
１
）

（
５
２
３
）１
１
７
２

（
５
２
１
）２
５
５
２

http://w
w
w
.fukuoka.jrc.or.jp/

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

　
同
支
局
と
筑
紫
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
で

す
。

日
時

　
９
月
20
日
㈭

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
同
支
局
１
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央
５
ー
14
ー
７
）

定
員
　
６
人（
申
込
先
着
順
）

相
談
時
間
　
１
人
30
分
以
内

申
込
方
法
　
９
月
11
日
㈫
午
前
８
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

※
資
力
基
準
を
満
た
す
人
を
対
象
と
し

ま
す
の
で
、予
約
の
際
に
収
入
な
ど

を
お
尋
ね
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
支
局

（
９
２
２
）２
８
８
１

（
９
２
２
）３
３
４
２

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
出
張
相
談

多
重
債
務
に
関
す
る
相
談
会

　「
借
金
の
返
済
が
で
き
な
い
」、「
ヤ
ミ

金
融
業
者
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
」な

ど
借
金
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
よ
う
な
多
重
債
務
者
の
生
活
再

生
の
た
め
、グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
協

同
組
合
ふ
く
お
か
は
、県
と
共
同
で
出

張
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　
債
務
整
理
な
ど
に
よ
る
問
題
解
決
の

助
言
を
行
う
ほ
か
、家
計
管
理
の
助
言
・

指
導
や
生
活
再
生
中
の
や
む
を
得
な
い

臨
時
的
出
費
に
対
す
る
貸
し
付
け
を
行

い
、生
活
再
生
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
９
月
〜
平
成
25
年
３
月
の
奇
数

月
第
３
火
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所

　
男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
相
談
室

（
光
町
１
ー
73
）

定
員

　
１
回
に
つ
き
３
人（
申
込
先
着

順
）

相
談
時
間
　
１
人
１
時
間
30
分
以
内

申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
生
活
協
同
組
合
ふ
く
お
か

生
活
相
談
室

（
４
８
２
）７
７
８
８

（
４
８
２
）７
７
７
４

高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
強
化
週
間

　
９
月
10
日
㈪
〜
16
日
㈰
は
全
国
一
斉

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相

談
」強
化
週
間
と
し
て
、高
齢
者
や
障
が

い
者
に
関
す
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
の

相
談
を
、電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
生
活
上
の
心
配
ご
と
、家
庭
内
や
近

隣
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、嫌
が
ら
せ
や
虐
待

な
ど
、ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
構

い
ま
せ
ん
。ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、ま
ず

は
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が
、

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日
時

▽
９
月
10
日
㈪
〜
14
日
㈮

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

▽
９
月
15
日
㈯
〜
16
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
電
話
番
号

０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

問
い
合
わ
せ
先

　
福
岡
法
務
局
人
権
擁

護
部

（
８
３
２
）４
３
１
１

（
８
３
２
）４
３
２
３
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情報ひろば

職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
、セ
ク
ハ
ラ

集
中
相
談
会

　
増
加
し
て
い
る
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
、

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
問
題
に
対
し
て
、労

働
者
、使
用
者
を
問
わ
ず
電
話
や
面
談

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、一
人
で

悩
ま
ず
、ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

日
時
　
９
月
19
日
㈬
・
20
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

※
19
日
㈬
の
午
後
３
時
か
ら
７
時
ま
で

は
弁
護
士
に
よ
る
相
談
も
行
い
ま

す
。

場
所
　
福
岡
労
働
者
支
援
事
務
所（
福

岡
市
中
央
区
赤あ

か
さ
か坂
１
ー
８
ー
８

福
岡
県
福
岡
西
総
合
庁
舎
５

階
）

電
話
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
事
務

所

（
７
３
５
）６
１
４
９

（
７
１
２
）０
４
９
７

多
重
債
務
者
の
生
活
再
生
に
向
け
て

生
活
再
生
相
談
・
心
の
健
康
相
談

　
自
殺
予
防
週
間
に
ち
な
み
、グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
生
協
ふ
く
お
か
は
、お
金
の

問
題
で
困
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
生
活

再
生
相
談
と
心
の
健
康
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

　
相
談
は
、本
人
は
も
ち
ろ
ん
身
近
な

人
で
も
で
き
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。

日
時
　
９
月
14
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
正
午

〜
午
後
１
時
は
除
く
）

相
談
内
容

▽
心
の
健
康
相
談（
保
健
師
・
精
神
保
健

福
祉
士
な
ど
が
対
応
）

▽
借
金
解
決
の
た
め
の
法
律
相
談（
弁

護
士
が
対
応
）

▽
生
活
再
生（
貸
付
・
家
計
）相
談（
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
再
生
相
談
員
対

応
）

申
込
方
法
　
事
前
に
相
談
室
に
電
話
で

予
約
す
る（
月
〜
土
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
６
時
）

場
所
・
申
込
先
　
福
岡
相
談
室（
福
岡
市

博
多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前
１
ー
５
ー
１

カ
ー
ニ
ー
プ
レ
イ
ス
博
多
７
階
）

（
４
８
２
）７
７
８
８

問
い
合
わ
せ
先
　
県
健
康
増
進
課
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
推
進
室

（
６
４
３
）３
２
６
５

（
６
４
３
）３
２
７
１

違
法
年
金
担
保
金
融
・
質
屋

１
１
０
番
無
料
相
談

　
違
法
な
年
金
担
保
貸
付
や
多
重
債
務

に
関
し
て
、司
法
書
士
が
無
料
で
電
話

ま
た
は
面
談
で
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
９
月
８
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

相
談
電
話
番
号

（
７
２
４
）９
５
０
５

面
談
場
所
　
県
司
法
書
士
会
館（
福
岡

市
中
央
区
舞ま

い
づ
る鶴
３
ー
２
ー
23
）

※
面
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県
青
年
司
法

書
士
協
議
会

（
４
０
６
）８
６
７
０

（
４
０
６
）８
６
７
１

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者
募
集

　
先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、父
な
ど
の
戦

没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
慰
霊
追
悼
を
行

う
と
と
も
に
、同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事

業
を
行
い
ま
す
。

○
ト
ラ
ッ
ク
諸
島

期
間
　
10
月
27
日
㈯
〜
11
月
３
日
㈯

（
７
泊
８
日
）

定
員
　
20
人

申
込
期
限
　
９
月
13
日
㈭

○
パ
ラ
オ
諸
島

期
間
　
10
月
27
日
㈯
〜
11
月
３
日
㈯

（
７
泊
８
日
）

定
員
　
20
人

申
込
期
限
　
９
月
13
日
㈭

○
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

期
間
　
11
月
３
日
㈯
〜
10
日
㈯（
７

泊
８
日
）

定
員
　
20
人

申
込
期
限
　
９
月
19
日
㈬

○
フ
ィ
リ
ピ
ン（
１
次
）

期
間
　
11
月
14
日
㈬
〜
21
日
㈬（
７

泊
８
日
）

定
員
　
１
２
０
人

申
込
期
限
　
９
月
28
日
㈮

参
加
費
　
９
万
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
一
般
財
団
法

人
福
岡
県
遺
族
連
合
会

（
７
６
１
）０
０
１
２

（
７
８
１
）２
０
５
６

困ったときは
消費生活センターへ

相談日　毎週月～金曜日
時　間　午前10時～午後0時15分、
　　　　午後1時～4時
場　所　市消費生活センター（光町1-73）☎（584）1155（直通）

「足場を貸して」を口実に
屋根工事を勧誘

○相談事例
　「隣の家の工事をするので足場を借りたい」と業者が来
た。家の屋根に上がり、「古い」「雨漏りがする」と屋根工事
を勧誘された。
　初めは断ったが、「瓦を留めている土が流れて家が壊れる」
など1時間近くしつこく言われ、病院に行く予定で時間も気に
なったので、工事合計23万円の書類に署名した。
　後で、隣は工事の勧誘を断っており、「足場を借りたい」は
うそであることが判明した。
○ひとこと助言
　「隣の屋根工事のために足
場を借りたい」と相手の善意を
利用して勧誘のきっかけをつく
り、「屋根が傷んでいる」「雨漏
りがする」などと不安にさせ、契
約をさせる手口です。突然の訪
問者には警戒し、身分証の提
示を求めましょう。
　また、本当に必要な工事かをよく考え、もし希望するなら複
数の業者に見積もりをとったり、家族に相談したりしてから決
めましょう。
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家
族
で
満
喫
！
水
源
地「
椿
ヶ
鼻
」

参
加
者
募
集

　
福
岡
都
市
圏
広
域
行
政
事
業
組
合

は
、流
域
連
携
基
金
交
流
推
進
事
業
の

一
環
と
し
て
、水
源
地
域
で
あ
る
日
田

市
前
津
江
町
で
、森
林
保
全
体
験（
枝
打

ち
作
業
）や
釈
迦
岳
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、「
大
山
ダ
ム
」を

見
学
し
、筑
後
川
の
恩
恵
や
自
然
を
守

る
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に

『
家
族
で
満
喫
！
水
源
地「
椿
ヶ
鼻
」』に

参
加
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
福
岡
都
市
圏
住
民
の
小
学
生
を

含
む
家
族（
グ
ル
ー
プ
）で
森
林

保
全
体
験
や
登
山
が
で
き
る
人

※
他
家
族
と
同
宿
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。

日
時
　
９
月
29
日
㈯
〜
30
日
㈰（
１
泊

２
日
）

集
合
解
散
場
所
　
福
岡
市
役
所

宿
泊
場
所
　
椿
ヶ
鼻
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー

ク（
日
田
市
前
津
江
町
）

事
業
内
容
　
大
山
ダ
ム
の
見
学
、水
源

林
の
保
全
活
動（
枝
打
ち
作

業
）、釈
迦
岳
、御
前
岳
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
、地
元
食
材
を
使
っ
た

料
理

参
加
費

　
１
人
２
０
０
０
円（
施
設
使

用
料
、食
事
代
、傷
害
保
険
料
な

ど
）

定
員

　
30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法

　
９
月
11
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
込
者
全

員
分
の
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名

（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、電
話
番
号

（
緊
急
連
絡
先
）を
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
組
合
事
務
局

『
家
族
で
満
喫
！
水
源
地「
椿
ヶ

鼻
」』係（
〒
810
ー
８
６
２
０
福

岡
市
中
央
区
天て
ん
じ
ん神
１
ー
８
ー
１

福
岡
市
役
所
内
）

（
７
３
３
）５
０
０
４

（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m
b.infow

eb.ne.jp

平
成
25
年
度

福
岡
県
農
業
大
学
校
学
生
募
集

○
養
成
科

　
次
代
の
農
業
を
担
う
、農
業
経
営

者
や
農
業
技
術
指
導
者
を
養
成
し
ま

す
。

募
集
コ
ー
ス
　
野
菜
、花
き
、果
樹
、

水
田
経
営
、畜
産
、総
合

修
業
年
限
　
２
年

定
員
　
50
人（
推
薦
含
む
）

▽
推
薦（
総
合
コ
ー
ス
除
く
）

応
募
期
間
　
９
月
14
日
㈮
〜
28
日

㈮

試
験
日
　
10
月
22
日
㈪

▽
一
般
入
試

応
募
期
間
　
11
月
16
日
㈮
〜
30
日

㈮

試
験
日

　
12
月
14
日
㈮

○
研
修
科

　
県
内
で
、就
農
希
望
、就
農
し
て
間

も
な
い
、品
目
転
換
を
志
し
て
い
る

人
を
対
象
に
、短
期
間
の
技
術
習
得

を
行
い
ま
す
。

募
集
コ
ー
ス
　
野
菜
、花
き

研
修
期
間
　
６
月
か
ら
１
年

※
研
修
開
始
は
４
月
ま
た
は
８
月
の

年
２
回
で
す
。

定
員
　
20
人

応
募
期
間
　
平
成
25
年
１
月
〜
２
月

中
旬（
予
定
）

面
接
　
平
成
25
年
２
月
下
旬

※
応
募
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
県
農
業
大
学
校
教
務

部（
筑
紫
野
市
吉よ

し
き木
７
６
７
）

（
９
２
５
）９
１
２
９

http://w
w
w
.fuknodai.jp/

我
が
家
の
自
慢
の〝
ね
こ
〞

写
真
大
募
集

　
県
は
、猫
の
完
全
室
内
飼
養
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
完
全
室
内
飼
養
さ
れ
て
い
る
愛
猫
の

写
真
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
春
日
市
・
大
野
城
市
・
筑
紫
野

市
・
太
宰
府
市
・
那
珂
川
町
に
居

住
す
る
次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
人

▽
猫
を
完
全
に
室
内
で
飼
育
し
て
い
る

▽
猫
に
迷
子
札
を
つ
け
て
い
る

▽
か
か
り
付
け
の
動
物
病
院
が
あ
る

写
真
の
テ
ー
マ

　「
幸
せ
な
室
内
飼
育

の
猫
」

応
募
方
法

　
９
月
20
日
㈭
ま
で
に
、Ｌ

サ
イ
ズ
の
写
真
に
以
下
の
情
報

を
添
え
て
送
る

▽
飼
い
主
の
氏
名（
匿
名
、ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
希
望
の
人
は
そ
の
旨
）、住
所
、電

話
番
号

▽
猫
の
名
前
、性
別
、年
齢
、特
技

▽
避
妊
・
去
勢
の
有
無
、か
か
り
付
け
の

動
物
病
院
名

▽
室
内
飼
い
に
し
て
い
る
理
由

▽
そ
の
他
、愛
猫
自
慢
な
ど

※
応
募
写
真
は
10
月
７
日
㈰
、だ
ざ
い

ふ
園
で
開
催
さ
れ
る
福
岡
県
動
物
愛

護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
展
示
し
ま

す
。な
お
、応
募
写
真
に
つ
い
て
は
返

却
し
ま
せ
ん
。ま
た
、愛
護
フ
ェ
ア
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
使
用
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

送
付
・
問
い
合
わ
せ
先
　
筑
紫
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
保
健
衛
生
課
生

活
衛
生
係（
〒
816
ー
０
９
４
３

大
野
城
市
白し
ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー

25
）

（
５
１
３
）５
５
９
９

（
５
１
３
）５
５
９
８

平
成
24
年
度

自
衛
官
採
用
試
験

○
看
護
学
生

対
象

　
高
卒（
見
込
み
を
含
む
）以
上

24
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

　
９
月
３
日
㈪
〜
10
月
１

日
㈪

一
次
試
験
日
　
10
月
20
日
㈯

○
防
衛
大
学
校
学
生（
推
薦
）

対
象
　
高
卒（
見
込
み
を
含
む
）以
上

21
歳
未
満
の
人

※
高
等
学
校
長
の
推
薦
書
が
必
要
で

す
。

受
付
期
間
　
９
月
３
日
㈪
〜
５
日
㈬

試
験
日
　
９
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

○
防
衛
大
学
校
学
生（
総
合
選
抜
）

対
象
　
高
卒（
見
込
み
を
含
む
）以
上

21
歳
未
満
の
人

※
推
薦
者
の
推
薦
書
が
２
通
必
要
で

す
。

受
付
期
間
　
９
月
３
日
㈪
〜
５
日
㈬

一
次
試
験
日
　
９
月
29
日
㈯

○
防
衛
大
学
校
学
生（
前
期
）

対
象
　
高
卒（
見
込
み
を
含
む
）以
上

21
歳
未
満
の
人

受
付
期
間
　
９
月
３
日
㈪
〜
10
月
１

日
㈪

一
次
試
験
日
　
11
月
10
日
㈯
・
11
日

㈰

○
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

対
象
　
高
卒（
見
込
み
を
含
む
）以
上

21
歳
未
満
の
人

受
付
期
間
　
９
月
３
日
㈪
〜
10
月
１

日
㈪

一
次
試
験
日
　
10
月
27
日
㈯
・
28
日

㈰

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協

力
本
部
福
岡
地
区
隊
春
日
分
駐

所

（
５
９
１
）７
４
５
０（

兼
用
）
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情報ひろば

　
残
暑
も
和
ら
ぎ
、ス
ポ
ー
ツ
が

し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
公
園
ま
で
車
で
行
っ
て
、ジ
ョ

ギ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る
姿
も
よ

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、そ
の
隙
を
狙
い
、車
に

残
さ
れ
た
か
ば
ん
な
ど
を
盗
む
車

上
狙
い
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
防
止
の
た
め
に
、次
の
よ

う
な
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

注
意
事
項

▽
貴
重
品
や
か
ば
ん
な
ど
を
車
内

に
放
置
し
な
い
。

▽
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
窓
を
閉

め
、わ
ず
か
な
時
間
で
も
ド
ア

ロ
ッ
ク
を
す
る
。

▽
防
犯
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
駐

車
場
を
利
用
す
る
。

▽
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
な
ど
の
盗
難

防
止
装
置
を
設
置
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先
　
地
域
づ
く
り
課

地
域
づ
く
り
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
５
３ 【

そ
の
❸
】

平
成
24
年
度

春
日
市
戦
没
者
追
悼
式

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
お
よ
び

一
般
戦
災
死
没
者
を
追
悼
す
る
と
と
も

に
、世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、春
日
市
戦
没
者
追
悼
式
を
献
花
方

式
で
行
い
ま
す
。

　
遺
族
に
は
案
内
状
を
送
っ
て
い
ま

す
。届
い
て
い
な
い
場
合
は
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
21
日
㈮

午
前
11
時
〜（
受
付
：
午
前
10
時

〜
）

場
所
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

サ
ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

※
手
話
通
訳
が
必
要
な
人
は
、９
月
10

日
㈪
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
計
画
課
地
域
福

祉
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

新
生
活
産
業

合
同
会
社
説
明
会

　
育
児
や
家
事
支
援
、健
康
づ
く
り
な

ど
、生
活
ス
タ
イ
ル
や
意
識
の
変
化
に

伴
い
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
個
人
・
家

庭
向
け
サ
ー
ビ
ス（
新
生
活
産
業
）分
野

の
企
業
に
よ
る
合
同
会
社
説
明
会
で

す
。

　
参
加
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

対
象
　
求
職
者
、平
成
25
年
３
月
卒
業

予
定
の
人（
高
校
生
を
除
く
）

日
時
　
９
月
14
日
㈮

午
後
１
時
〜
５
時（
受
付:

〜
午

後
４
時
30
分
）

場
所
　
福
岡
ビ
ル
９
階
大
ホ
ー
ル（
福

岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
11
ー

17
）

問
い
合
わ
せ
先
　
県
新
生
活
産
業
就
職

支
援
事
業
運
営
事
務
局

（
７
１
３
）８
６
０
０

（
７
２
１
）９
６
６
５

ひ
と
月
に
も
う
一
回

路
線
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
県
内
全
市
町
村
と
県
で
構
成
す
る

福
岡
県
生
活
交
通
確
保
対
策
会
議
は
、

「
路
線
バ
ス
利
用
促
進
福
岡
県
内
一
斉

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

期
間
　
９
月
８
日
㈯
〜
30
日
㈰

問
い
合
わ
せ
先
　
県
広
域
地
域
振
興
課

（
６
４
３
）３
１
６
６

（
６
４
３
）３
１
６
４

責
任
と
愛
情
を
持
っ
て
育
て
て

犬
猫
譲
渡
会

　
一
生
責
任
と
愛
情
を
持
っ
て
育
て

て
も
ら
え
る
人
に
命
を
託
す
た
め
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
合
同
に
よ
る
犬
猫
譲

渡
会
を
毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
の
引
き
渡
し
は
し
て
い
ま
せ

ん
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

日
時
　
毎
月
第
３
日
曜
日

正
午
〜
午
後
３
時

場
所

　
ド
ッ
グ
パ
ー
ク
・
グ
リ
ー
ン
ハ

ー
ト
筑
紫
野（
筑
紫
野
市
杉す

ぎ
づ
か塚

５
ー
13
ー
６
）

問
い
合
わ
せ
先

　
ド
ッ
グ
パ
ー
ク
・
グ

リ
ー
ン
ハ
ー
ト
筑
紫
野

（
９
１
８
）７
０
９
０

http://greenheart.jp

総
務
省
統
計
局

就
業
構
造
基
本
調
査

　
同
局
で
は
、全
国
か
ら
抽
出
し
た
47

万
世
帯
の
15
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

10
月
１
日
現
在
、仕
事
を
し
て
い
る
か

ど
う
か
や
、就
業
に
関
す
る
希
望
な
ど

に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。調
査
結
果
は
、

国
や
県
の
雇
用
政
策
や
経
済
政
策
な
ど

に
必
要
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
る
世
帯
を
、９
月
以

降
に
統
計
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
地
域
づ
く
り
課
商
工

農
政
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
５
３

労
働
力
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す

　
総
務
省
と
県
は
、毎
月
、労
働
力
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。労
働
力
調
査
は
、

我
が
国
の
失
業
率
や
雇
用
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　
統
計
調
査
員
が
訪
問
し
た
際
に
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間
　
９
月
〜
平
成
25
年
１
月

調
査
地
区

　
上
白
水
３
丁
目
の
一
部

問
い
合
わ
せ
先

　
県
企
画
・
地
域
振
興

部
調
査
統
計
課
生
活
統
計
第
一

係
労
働
力
調
査
担
当

（
６
５
１
）１
１
１
１

（
６
４
３
）３
１
９
２
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白
し ろ う ず

水児童センター
天神山1-213　☎（593）2777 （593）2801

光
ひかりまち

町児童センター
光町2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 （501）7033

毛
け か つ

勝児童センター
大土居1 ｰ38　☎（581）5614 （581）5616

須
す ぐ

玖児童センター
須玖南2 ｰ120　☎（573）2431 （584）7739

◆ の行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てくださ
い。

◆表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。
◆ は申し込みが必要な行事です。9月1日（土）午前10時以降に申し込ん
でください。受け付けは午後6時までです（電話可・小学生以上は原則
として本人申込）。なお、申し込みは1人1行事までとし、行事によって
は市外の人は参加できない場合があります。

◆天候により、中止または内容を変更することがあります。事前に問い合
わせてください。

9月の行事予定表

開館時間　各館とも午前10時～午後5時

子
育
て
広
場

ヨチヨチ広場
（0～1歳児向け）

▶須玖：5日㈬　  ▶白水：12日㈬、13日㈭
▶光町：14日㈮   ▶毛勝：14日㈮ 午前11時～11時40分

親子サロン
（1～3歳児向け）

▶須玖：21日㈮　▶白水：5日㈬
▶光町：4日㈫  　▶毛勝：13日㈭

　午前10時30分～
（1時間程度）ニコニコくらぶ

（満2歳以上）

▶須玖：13日㈭、14日㈮　
▶白水：6日㈭、7日㈮、26日㈬、27日㈭
▶光町：6日㈭、7日㈮、20日㈭、21日㈮
▶毛勝：5日㈬、6日㈭、19日㈬、20日㈭

1日（土）
すぐリンピック～チームでチャレランに挑戦！～
午後1時30分～2時30分

8日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時～正午

おはなし広場　午後2時～2時30分

9日（日）
楽しいクッキング（お好み焼きパーティー）
午前10時15分～正午、10人、100円 

16日（日）
みんなで工作（敬老の日プレゼント作り）
午前10時15分～正午、10人、50円 

26日（水）
ママのホッとタイム（気軽にピラティス～バランスのいい
身体づくり～）　午前10時15分～正午、10人 
※託児は12日㈬までに申し込み（1人500円）

30日（日） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

5日（水） ピカリンピック！　午後4時～4時40分

8日（土）

遊びの出前！児童センター　午前10時30分～11時30分
場所：春日野小ときめきホール

トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

11日（火）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）
午前10時30分～正午　場所：いきいきプラザすこやかルーム

12日（水） マットで遊ぼう！　午後4時～4時40分

15日（土）
かんたんクッキング（牛乳プリン・ア・ラ・モード）
午前10時30分～正午、10人、150円 

16日（日）
敬老の日のプレゼント作り（めがねケース）
午前10時～正午、10人、100円 

19日（水） ピカリンピック！　午後4時～4時40分

26日（水） マットで遊ぼう！　午後4時～4時40分

27日（木）
9月生まれのお誕生会＆おはなし会
午後11時～11時30分

8日（土）
道場やぶり（秋のビンゴゲーム）　午後2時～3時

トワイライトゾーンSP　午後5時～7時、中学生以上

11日（火）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）
午前10時30分～正午　場所：いきいきプラザすこやかルーム

15日（土）
敬老の日のプレゼントをつくろう！
午前10時30分～正午、12人、100円 　

27日（木）
おはなし・だいすき 8・9月生まれの誕生日会
午前11時～11時30分

29日（土）
ケンパ＆ゴムとびであそぼう☆　午後2時～3時

トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

30日（日）
かんたんクッキング（たこやきパーティー）
午前10時30分～正午、12人、150円 

4日（火） すくすく育児相談　午前10時～11時30分

11日（火）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0～3歳向け）
午前10時30分～正午 場所：いきいきプラザすこやかルーム

15日（土）
敬老の日のプレゼント製作（パワーストーンのご長寿ブ
レスレット）
午前10時30分～11時30分、12人、50円 

16日（日）
わくわくクッキング（アイス大福）
午前10時30分～正午、12人、150円 

23日（日）

わんぱく広場（ジャンボシャボン玉）　午後2時～3時

トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

28日（金） おはなしな～に？　午前11時～11時30分

29日（土） 道場やぶり（ドッチボール大会）　午後2時～3時

今月の休館日

3日㈪、10日㈪
17日㈪、18日㈫
22日㈯、24日㈪
25日㈫
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市の人口　 7/31 現在

◎総人口  110,714人
（前月比+132）

女 　56,938人

男　 53,776人

◎世帯数  45,079世帯

◎増     ●転入    580人
●出生      75人

  ●その他     0人

◎減        ●転出    456人 
●死亡      55人

　　　　 ●その他   12人

村
むらかみ

上 奏
かな

心
こ

ちゃん（白水ヶ丘）
平成21年9月1日生 9月前期

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、住
所
、

電
話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
10
月
１
日
㈪（
当
日

消
印
有
効
）ま
で
の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先
　
市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係（
〒
816
ー

８
５
０
１
春
日
市
役
所   

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

月によって相談日時や場所が変更になる場合があります。事前に問い合わせてください。各種相談窓口
法律について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148　第3水曜日／10時～16時／市
役所／第1水曜日8時30分以降の平日に電話予約／先着15人

◆福岡県無料法律相談　☎（643）3333
第1・第3金曜日／13時～16時／県民相談室（県庁内）／実施週の初日
8時30分以降の平日に電話予約／先着6人

◆春日市商工会無料法律相談　☎（581）1407
第1水曜日／13時～15時（8時30分から窓口受付）／同商工会／先着6人

◆司法書士総合相談センター無料電話相談　☎（918）5264
金曜日／18時～20時／福岡南総合相談センター

悪質商法や架空請求、多重債務など、金銭トラブルについて・・・・・・・・
◆春日市消費生活相談　☎（584）1155　 （584）1181
月～金曜日／10時～16時／男女共同参画・消費生活センター

◆春日市多重債務法律相談　☎（584）1201　 （584）1181
第3金曜日／13時～16時／男女共同参画・消費生活センター／上記の
市消費生活相談で事前相談の上予約

◆福岡県消費生活相談　☎（632）0999
月～金曜日：9時～16時30分／日曜日：10時～16時（電話相談のみ）
／福岡県消費生活センター（福岡県吉塚合同庁舎1階）

暮らしのさまざまな問題や悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆心配ごと相談　☎（581）7225　水曜日／13時～16時／春日市社会福祉センター4階
職場環境、労働条件、子育て中の就職などについて・・・・・・・・・・・・・
◆福岡労働者支援事務所
月～金曜日：8時30分～17時15分／水曜日：17時15分～20時（夜間電話相談）／
福岡西総合庁舎5階／労働相談：☎（735）6149／子育て就職支援：☎（725）4034
子育て・子どもの悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　 （584）7739
月～土曜日／9時30分～18時／子育て支援センター（すくすくプラザ内）

ひとり親家庭のための相談について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県母子家庭等就業・自立支援センター　
▷養育費に関する電話相談　☎（584）3931／月～金曜日／9時～16時
▷養育費などに関する弁護士による法律相談（要予約）　☎（584）3922
　第1水曜日：13時～15時／第2・4水曜日：18時30分～20時30分

児童の福祉・援助について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月～金曜日／8時30分～17時15分／電話相談は夜間・休日なども受付

女性問題について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆暴力・DV・セクハラの相談　☎（513）7335
月～金曜日／ 10時～17時／ちくし女性ホットライン

◆女性総合相談　☎（584）1266
火～日曜日、第4月曜日／受付9時30分～16時（祝日を除く金曜日は
18時～20時30分も）／あすばる相談室（クローバープラザ内）

人権について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例人権相談　☎（584）1111　第1火曜日／10時～15時／市役所
◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月～金曜日／ 8時30分～17時15分／福岡法務局筑紫支局

◆福岡県弁護士会子どもの権利110番　☎（752）1331
毎週土曜日／ 12時30分～15時30分（電話相談）

犯罪被害者などの心のケア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県警犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830
月～金曜日（祝日・年末年始除く）／9時～17時45分／福岡県警察

心の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆不安・悩み電話相談　☎（741）4343／24時間受付／福岡いのちの電話
◆不安・悩みいのちの電話インターネット相談
　 https://www.inochinodenwa-net.jp ／福岡いのちの電話
◆不安・悩みファックス相談（聴覚障がい者のための）　 （721）4343
月～金曜日：9時～18時／土曜日：9時～13時／福岡いのちの電話

◆ふくおか自殺予防ホットライン　☎（592）0783　年中無休／24時間
高齢者の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆高齢者総合相談　福岡県社会福祉協議会（クローバープラザ内）　
▷一般相談／☎（584）3344／月曜日を除く毎日／9時～16時
▷法律相談／☎（584）3344／毎週水曜日／13時～16時／要予約
▷認知症相談／☎（584）3317／火・木・金・土曜日／10時～16時

◆高齢者の介護や福祉などの相談
▷北地域包括支援センター／月～金曜日／8時30分～17時
☎（589）6227　 （589）6228

▷南地域包括支援センター／月～金曜日／8時30分～17時
☎（595）8188　 （595）6069

交通事故について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県交通事故相談　☎（622）0403　☎（643）3168
月～金曜日／9時～17時（受付は16時まで）／県庁交通事故相談所（県庁内）
◆交通事故電話相談　☎（741）2270
月～金曜日／13時～16時／福岡県弁護士会交通事故被害者サポートセンター
国行政について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例行政相談　☎（584）1111　 （584）1142
第4火曜日／10時～15時／市役所

◆福岡総合行政相談所　☎（781）7830
月～土曜日／10時～17時／岩田屋本店新館6階行政相談コーナー

県行政について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆県民相談室　☎（643）3333
月～金曜日／8時30分～17時15分／福岡県庁内

◆筑紫保健福祉環境事務所（総合相談窓口）　☎（513）5610
月～金曜日／8時30分～17時15分
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　今号の表紙は「春日市学校給食料理コン
クール」の様子。取材に行って驚いたのはそ
の手際の良さです。40分という短い時間に
主菜、副菜、汁物、デザートと、主食の他に4
～5品の料理が次 と々出来上がり、まるで手
品を見ているよう。調理の合間には片付けも
同時進行されていて、無駄のない動きにた
だただ見とれてしまいました。
　ところで私は最近必要に迫られて料理を
始めたばかり。これまでさぼっていたのでも
ちろん手際よくできるはずもなく、献立を考
えるのにも調理をするにも随分と時間がか
かり毎日悪戦苦闘しています。
　4～5品の料理を食卓に並べようとすると
日が暮れてしまいそうなので、まずはメイン
と副菜、汁物だけでもバランス良くおいしく
作れるようになることが目標。料理本とのに
らめっこはまだまだ当分続きそうです。
                                                   M

問い合わせ先　社会教育課　☎（575）4121 （593）7380

牛
頸
川

　牛頸川は、大野城市の牛頸ダムから発し、春日

市の南東部、惣利・平田台地区から春日公園の南

側に沿って流れる川です。川沿いを散策すること

ができ、水辺に下りることもできます。

　中・下流域は街中にありますが、上流域は豊か

な自然に恵まれ、初夏にはホタルが飛び交います。
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